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2広報にほんまつ　2018.6恭
きょう
順
じゅん
…つつしんで命令に従うこと。

二本松藩主・丹羽（にわ）家の家紋であ
る直違紋（「違い棒」とも言っている）。
この紋のおこりについて、従来の伝え
では、織田信長公のもと、織田四天王
といわれた丹羽長秀公の馬印（大将の存
在を示すしるし）は、竹の枝に金の短尺
を飾り付けたものであって、「えづる竹
に金の短尺」と称されていた。合戦が終
わってこの馬印をみたら、奮戦のため

に短尺は散ってしまい、２枚だけがバッ
テン十字状に残っていたので、それが
丹羽家の家紋となったというもの。
また他説には、合戦の後で、血の付い
た刀を袖で拭った後に、バッテン状に
血のりがついたので、秀吉から「家紋と
したがよかろう」との言葉があって、こ
の紋と定められたとも伝えられている。

戊
辰
１
５
０
年
企
画

直
すじ

違
かい

紋
もん
 の由来

丹
羽　
二
本
松
藩
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今
か
ら
１
５
０
年
前
、
奥
州
二
本
松
藩
は
激
動
の
時
代
の
波
に
の
み
込
ま
れ
、
戊
辰

戦
争
の
中
で
も
激
戦
の
一
つ
と
さ
れ
る
二
本
松
の
戦
い
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
時

は
江
戸
時
代
末
期
。
長
ら
く
太
平
の
世
が
続
い
て
お
り
、
誰
も
が
、
こ
の
地
に
攻
め

入
る
者
が
あ
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

慶け
い

應お
う

４（
１
８
６
８
）年
１
月
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
以
降
、
帝
を
擁
し
て
官
軍
を
称

す
る
薩
摩
藩
・
長
州
藩
を
中
心
と
す
る
勢
力
は
、
徳
川
幕
府
打
倒
の
武
力
行
動
を
起

こ
し
ま
し
た
が
、
時
の
将
軍
・
徳
川
慶よ
し
喜の
ぶ
の
徹
底
的
な
恭き
ょ
う

順じ
ゅ
ん

行
為
に
よ
り
、
そ
の
行

き
場
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
東
北
諸
藩
へ
の
進
攻
は
、
薩
摩
・
長
州
両
藩
か
ら
最
大
の
憎
し

み
を
受
け
て
い
た
会
津
藩
・
庄
内
藩
を
標
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
本
松
藩
は
不

幸
に
も
、
そ
の
進
攻
の
途
上
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
二
本
松
藩
の
戦
死
者
は
、
老
兵
、
少
年
兵
、
農
兵
等
を
含
め
３

３
７
人
。
二
本
松
藩
に
は
、
猛
烈
な
勢
い
で
進
攻
す
る
新
政
府
軍
に
降
伏
、
恭
順
と

い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、
徹
底
抗
戦
す
る
道
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
新
政
府
軍
を
迎
え
討
つ

こ
と
と
な
っ
た
二
本
松
藩
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年
後
の
現
代
に
至
る
ま
で
、
日
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
戦
争
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
平
和
な
時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
数
多
く

の
貴
い
行
為
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
の
地
で
起
き
た
戦
争
を
私
た
ち

は
、
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

恭
きょう

順
じゅん

…つつしんで命令に従うこと。



4広報にほんまつ　2018.6

丹
羽
家
の
初
代
当
主
は
、
丹
羽
長

秀
。
16
歳
で
織
田
信
長
に
初
出

仕
し
て
以
来
、
永
禄
３（
１
５
６
０
）

年
に
起
き
た
、
織
田
家
が
天
下
取
り

の
第
一
歩
を
刻
ん
だ
今
川
義
元
と
の

合
戦（
桶
狭
間
の
合
戦
）な
ど
で
数あ

ま

多た

の
武
功
を
上
げ
、
同
５
年
に
は
信
長

の
異
母
兄
の
娘
を
妻
と
し
、
織
田
家

の
姻
戚
関
係
と
な
り
ま
す
。
ま
た
元げ

ん

亀き

２（
１
５
７
１
）年
に
は
、
織
田
家

の
家
臣
で
は
初
の
城
持
ち
大
名（
佐
和

山
城
主
18
万
石
）と
な
り
、
天
正
４（
１

５
７
６
）年
に
は
、
日
本
初
の
本
格
的

城
郭
建
築
で
あ
る
安
土
城
の
総そ
う

普ふ

請し
ん

奉ぶ

行ぎ
ょ
う（
総
責
任
者
）を
務
め
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

織
田
家
中
で
は
、
柴
田
勝
家
に
次
ぐ

二
番
家
老
の
席
次
を
与
え
ら
れ
、
両
名

は
織
田
家
の
双
璧
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
木
綿
藤
吉
、
米
五
郎
佐
、
か

か
れ
柴
田
に
退
き
佐
久
間
」と
い
う
織

田
家
中
の
有
名
な
戯ざ

れ
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
、
織
田
信
長
の
有
能

な
家
臣
４
人
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
、「
木

綿
藤
吉
」と
は
羽
柴
秀
吉（
後
の
豊
臣
秀

吉
）を
、「
米
五
郎
佐
」と
は
丹
羽
五
郎

佐
衛
門（
丹
羽
長
秀
）を
、「
か
か
れ
柴

田
」と
は
柴
田
勝
家
を
、「
退
き
佐
久
間
」

と
は
佐
久
間
信
盛
を
評
し
て
い
ま
す
。

こ
の
戯
れ
言
葉
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ

う
に
、
木
綿（
秀
吉
）は
華
美
で
は
な
い

が
重
宝
で
あ
る
の
に
対
し
、
米（
長
秀
）

は
、
非
常
に
器
用
で
ど
の
よ
う
な
任
務

も
こ
な
し
、
米
の
よ
う
に
上
に
と
っ
て

も
下
に
と
っ
て
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
存
在
で
あ
る
と
し
て
、
戦
場
の
み

な
ら
ず
実
務
家
と
し
て
も
非
常
に
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

司
馬
遼
太
郎
も
小
説「
新
史 

太
閤

記
」の
中
で
長
秀
を
こ
う
評
し
て
い
ま

す
。「
性
、
質
朴
で
、
言
い
だ
せ
ば
き

か
ぬ
点
を
、
信
長
は
む
し
ろ
愛
し
た
。

そ
の
性
格
は
合
戦
の
仕
方
に
も
反
映

し
、
そ
の
戦
い
ぶ
り
に
は
奇
策
縦
横

の
華
や
か
さ
は
な
い
に
し
て
も
、
難

戦
に
な
っ
て
も
退
か
ず
、
攻
め
に
あ

た
っ
て
は
ま
る
で
大お
お

掛か
け

矢や

で
棒ぼ
う

杭ぐ
い

を

打
ち
込
む
よ
う
な
、
底
ひ
び
き
の
す

る
攻
め
方
を
し
た
。」

　

信
長
の
死
後
、
長
秀
は
秀
吉
方
に

つ
き
、
織
田
家
の
跡
目
を
決
定
す
る

清
須
会
議
で
重
要
な
役
割
を
担
い
、
そ

の
後
の
賤し
ず
が
た
け

ヶ
岳
、
北き
た
の
し
ょ
う庄
の
合
戦
で
柴

田
勝
家
を
攻
め
滅
ぼ
し
、
戦
功
と
し

て
越
前
国
・
若
狭
国
・
加
賀
国
２
郡

を
合
わ
せ
て
１
２
３
万
石
の
大
大
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
長
秀
の
働
き
に
よ
り
、
丹
羽

家
は
戦
国
大
名
の
中
で
も
名
門
の
家

柄
と
な
り
、
か
つ
、
城
造
り
の
技
術

を
持
つ
家
柄
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

二
本
松
藩
主
の
丹
羽
家
と
は
、
い
わ
ゆ
る
外
様
大
名
で
徳
川
譜
代
の
大
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
勢
力
を
拡
大
し
た
、
安
土
・
桃
山
時
代
を
代
表
す
る
大
名
で
し
た
。

二
本
松
藩
が
戊
辰
戦
争
の
際
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
東
北
諸
藩
の
先
鋒
と
な
っ
て
新
政
府
軍
と
徹
底
抗
戦
す
る
こ
と
と
し
た

大
き
な
理
由
は
、
二
本
松
藩
主
・
丹
羽
家
の
歴
史
と
そ
の
家
風
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
初
代
当
主
の
丹
羽
長
秀
公
か
ら
、
三
代
目
当
主
で
あ
り
二
本
松
藩
初
代
藩
主
の
丹
羽
光
重
公
の
説
明
を
し
、
丹

羽
家
の
歴
史
と
家
風
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

初代当主

丹
に

羽
わ

　長
なが

秀
ひで
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初
代
長
秀
が
死
去
し
た
後
、
丹
羽

家
は
苦
難
の
道
の
り
を
歩
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
丹
羽
家
当

主
の
中
で
最
も
苦
労
し
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
の
が
、
２
代
・
長
重
で
す
。

　

長
重
は
天
正
８（
１
５
８
５
）年
に
15

才
で
１
２
３
万
石
を
相
続
し
ま
す
が
、

秀
吉
か
ら
家
臣
の
軍
令
違
反
と
謀む

反ほ
ん

の

疑
い
を
掛
け
ら
れ
、
12
万
３
千
石
に

減げ
ん
ぽ
う封
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
丹

羽
家
を
支
え
て
き
た
重
臣
た
ち
も
、
秀

吉
に
召
し
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
秀
吉
の
死
後
、
徳
川
家
康

と
石
田
三
成
の
対
立
が
深
ま
り
、
慶
長

５（
１
６
０
０
年
）年
に
は
、
会
津
の
上

杉
景
勝
征
伐
の
折
、
徳
川
方
と
し
て
出

陣
す
る
も
、
不
仲
で
あ
っ
た
前
田
利
長

と
浅
井
畷な
わ
て

合
戦
を
引
き
起
こ
し
、
関
ヶ

原
合
戦
後
に
家
康
に
よ
り
改
易（
所
領

没
収
）さ
れ
、
浪
人
の
身
分
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
丹
羽
家
は
、
こ
の
段

階
で
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
消
え
去
る
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
２
代
将
軍
・
徳
川
秀

忠
の
世
に
、
丹
羽
家
は
常ひ
た

陸ち
の

国く
ち（
現
茨

城
県
）古ふ
っ

渡と

で
１
万
石
の
大
名
に
復
活

し
ま
す
。
大
名
復
活
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
長
重
の
大
名

と
し
て
の
実
力
は
も
と
よ
り
、
秀
忠
の

妻（
お
江
）と
長
重
の
妻
が
従
姉
妹
で

あ
っ
た
こ
と
、
丹
羽
家
の
持
つ
築
城
技

術
が
認
め
ら
れ
て
の
復
帰
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
長
重
は
、
棚
倉
に
５
万
石

の
大
名
と
し
て
移い

封ほ
う

さ
れ
棚
倉
城
を
築

き
、
続
い
て
白
河
に
10
万
７
０
０
石
の

大
名
と
し
て
移
封
さ
れ
、
東
北
地
方
で

は
珍
し
い
総
石
垣
造
り
の
白
河
小
峰
城

を
築
城
し
ま
し
た
。

　

長
重
は
、
幕
府
か
ら
参
勤
交
代
の
際

の
奥
州
諸
大
名
の
監
視
役
の
密
命
を
受

け
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
幕
府
か
ら
の

信
頼
も
厚
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
関
ヶ
原
合
戦
の
折
、
石
田
三
成
方

に
つ
き
改
易
さ
れ
た
大
名
は
数
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
10
万
石
以
上

の
大
名
と
し
て
復
活
を
果
た
し
た
の
は
、

丹
羽
長
重
と
立
花
宗
茂
の
２
人
だ
け
で

す
。

　

寛
永
４（
１
６
３
７
）年
に
死
去
す
る

際
、
長
重
は
子
息
、
家
臣
に
次
の
よ
う

な
遺
言
を
残
し
て
い
ま
す
。

『
自
分
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
よ
う

に
、
将
軍
の
恩
に
感
謝
し
、
幕
府
第
一

と
し
て
、
幕
僚
た
ち
と
円
滑
に
付
き
合

え
。
し
か
し
、
機
転
を
利
か
せ
す
ぎ
た

り
、
媚こ

び
諂へ
つ
ら

う
の
は
よ
く
な
い
』

寛
永
14（
１
６
３
７
）年
の
長
重
死

去
に
よ
り
、
光
重
は
若
干
16
歳

に
し
て
丹
羽
家
の
３
代
当
主
と
な
り

ま
す
。
同
20（
１
６
４
３
）年
に
は
二

本
松
へ
の
移
封
で
初
代
藩
主
と
な
り
、

安
達
郡
69
ヶ
村
・
安
積
郡
41
ヶ
村
の
、

都
合
10
万
７
０
０
石
の
二
本
松
藩
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

光
重
は
入
府
後
、
城
郭
の
修
改
築
お

よ
び
城
下
町
の
町
割
、
村
々
の
組
編
成

な
ど
大
規
模
な
整
備
を
行
い
、
名
君
と

し
て
家
臣
・
領
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
続
け
、

延
宝
７（
１
６
７
９
）年
に
42
年
の
長
い

治
世
の
末
、
家
督
を
長
男
の
長
次
に
譲

り
、
永
禄
14（
１
７
０
１
）年
に
、
享
年

81
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
丹
羽
家
は
戦
国
大

名
の
中
で
も
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り

ま
し
た
が
、
二
本
松
入
府
後
か
ら
戊

辰
戦
争
後
の
廃
藩
ま
で
、
二
本
松
で

は
丹
羽
家
の
藩
政
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

丹
羽
家
の
家
風
は
、
初
代
長
秀
、
２

代
長
重
が
歩
ん
だ
道
の
り
に
よ
り
で

き
あ
が
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
、
こ
れ
が
幕
末
ま
で
引
き
継
が

れ
、
戊
辰
戦
争
で
は
、
止
む
に
止
ま

れ
ぬ
選
択
を
し
て
し
ま
っ
た
の
も
、
こ

の
丹
羽
家
家
風
が
一
つ
の
理
由
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
国
以
来
の
武
勇
を
誇
る
名
門
故
の

意
地
と
プ
ラ
イ
ド
、
徳
川
将
軍
家
へ
の

恩
義
、
愚
直
な
ま
で
の
律
義
さ
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
考
や
感
情
が
相
ま
っ
て
、
戊

辰
戦
争
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

二代目当主

丹
に

羽
わ

　長
なが

重
しげ

三代目当主（二本松藩初代藩主）

丹
に

羽
わ

　光
みつ

重
しげ
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1868年

歴代藩主 在職期間

初代 丹羽 光重 寛永20年（1643） ８月 
　～ 延宝 ７年（1679） ４月

２代 丹羽 長次 延宝 ７年（1679） ４月 
　～ 元禄11年（1698） ６月

３代 丹羽 長之 元禄11年（1698） ８月 
　～ 元禄13年（1700）12月

４代 丹羽 秀延 元禄14年（1701） ２月 
　～ 享保13年（1728） ５月

５代 丹羽 高寛 享保13年（1728） ６月 
　～ 延享 ２年（1745） ５月

６代 丹羽 高庸 延享 ２年（1745） ５月 
　～ 明和 ２年（1765）12月

７代 丹羽 長貴 明和 ３年（1766） １月 
　～ 寛政 ８年（1796） ３月

８代 丹羽 長祥 寛政 ８年（1796） ５月 
　～ 文化10年（1813） ８月

９代 丹羽 長富 文化10年（1813）11月 
　～ 安政 ５年（1858）10月

10代 丹羽 長国 安政 ５年（1858）10月 
　～ 明治 １年（1868）12月

11代 丹羽 長裕 明治 １年（1868）12月 
　～ 明治 ４年（1871） ７月

それまでの藩内にあった
21の学校を合わせて、藩
校「敬学館」を設立する。

181
7年

久保丁口に、丹羽光重公以来の悲願だった大
手門（石垣上に二階櫓（やぐら）を具備）を築造
する。（写真は旧自治センター前の大手門石
垣跡で、築造から30数年後の戊辰戦争の兵火
により、櫓門は消失してしまう。）

この頃、歌川（安藤）
広重が百目木を訪れ、
「陸奥安達百目木駅
八景」を制作する。

184
5年

３月、幕府より江戸警衛を命じら
れ、同年９月、幕府より京都警衛
を命じられる。

７月、水戸天
てん

狗
ぐ

党
とう

騒動で鎮
ちん

撫
ぶ

（反乱
や暴動などを静めること）を命ぜら
れ、出兵する。

３月、富津警衛より江戸湾
警衛に変更される。

186
8年
　　１月　�京都鳥羽・伏見の戦いにより、戊辰戦争が起こる。
　　５月　�31藩からなる奥羽越列藩同盟が結成される。
　　７月　�小野新町、糠沢村、本宮の戦いで敗走する。
７月29日　�正午頃、二本松城が落城する。二本松藩戦死者337人、

うち二本松少年隊14名戦死という悲劇を生む。
　　９月　�二本松藩降伏嘆願書が受理され、二本松藩が消滅する。
　　12月　５万石二本松藩が復活する。

10代藩主

丹
に

羽
わ

　長
なが

国
くに

戊辰戦争の際の二本松藩主だった丹羽長国。
二本松藩は1868年、奥羽越列藩同盟に加わり
新政府軍と戦ったが、各地で敗戦し、７月29
日、二本松城は落城。このとき二本松藩士た
ちは、長国を米沢藩に逃している。９月11日、
長国の降伏嘆願が受理され、長国は謹慎を命
じられる。10月26日、東京の前橋藩邸に移さ
れ、11月5日、官位剥奪・藩邸の没収を命ぜ
られる。12月７日、米沢上杉家より養子（の
ちの11代藩主・丹羽長裕）を迎え家名を立て
ることを許され、1869年９月に謹慎を解かれ
た。時が過ぎた1902年５月、長裕の次に家督
を継いだ長保（長裕の実弟）が死去したことに
より、長国は再び丹羽家の家督を相続している。

11月、廃藩置県により二
本松県が誕生、まもなく
福島県に統合される。

185
8年

６月、黒船への備
えとして、幕府よ
り富津海岸（現在
の千葉県）警衛を
命じられる。

1834年

1863年

1864年

1867年

1871年
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1643年 1749年

1643年
8月

丹羽 二本松藩誕生
白河藩主・丹羽光重は、10万700石二本松藩
の誕生に伴い、初代藩主として入府する。

1646年

丹羽光重が、城下の大整備に着手し、10年余りの歳月を費やし完成する。

1658年
二合田用水の開削設計・測量担当とし
て、算学者の磯村吉徳が召し抱えられる。

磯村吉徳が著した『算法闕疑抄』は、
５版を重ねる和算書のベストセ
ラーとして、全国にその名をはせる。

1661年

８月、二本松城内の熊野
社・八幡社を合祀、栗ヶ
柵に遷宮し「御両社」と称
して領内の総鎮守とする。
この頃、二合田用水が完
成する。

８月、御両社の
例大祭が始まる。

（後の提灯祭り）

５代藩主・丹羽高寛の命によ
り、儒者・岩井田昨非が藩士
の通用門前の露頭巨岩に、「戒
石銘」を刻む。

４月11日、初代
藩主・丹羽光重
が死去する。

1749年
3月

二本松藩が赤子出生
養育御達（※）を出す。
※�農村の窮乏により、妊
娠中絶などが多く、人
口減少が問題となって
いた当時、二本松藩は
幕府や他藩に先駆けて、
独自の赤子生育法を定
め、第２子が出生した
ら五斗入り米１俵支給
などと定めた。

二本松御城郭全図（丹羽家所蔵）

この絵図は、江戸時代後期から幕
末期頃の城郭を描いており、丹羽
光重公入府直後に大整備した当時
とあまり変わっていない。城内を
中心として、御殿・蔵・馬場・小
屋などの各施設をはじめ、寺院・
神社の位置、および主要道路・町
名などがほぼ詳細に描かれている。
現在の市街地と比べても、基本的
に大差はなく、350年ほど前のま
ちづくりが、今でも脈々と生かさ
れている。

1660年

1664年

1701年 1786年
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◀幕末期の二本松藩領図
　～『相生集』より～

相生集は、二本松藩における地誌とし
て、近世安達郡、安積郡を網羅した歴
史資料書で、市の有形文化財に指定さ
れている。全20巻からなる相生集は、
二本松藩士の大鐘義鳴により編さんさ
れ、天保12（1841）年に完成している。

▼幕末期の二本松藩行政区分

郡名 組 村邑

安積

郡山
郡山、小原田、日出山、笹川、
久保田、福原、日和田、高倉、
八丁目、梅沢、八山田、横塚、
笹原、新井

片平
片平、河内、夏出、長橋、
冨田、早稲原、堀ノ内、前
田沢、上伊豆島、下伊豆島、
安子島

大槻
大槻、只野、山口、大谷、
八幡、駒屋、川田、成田、
野田、鍋山、冨岡、下守屋

安達

本宮
本宮、仁井田、荒井、関下、
青田、苗代田、羽瀬石、下樋、
青木葉、石筵、高玉、横川、
中山

糠沢 糠沢、高木、和田、白岩、
長屋、松沢、稲沢、初森

玉井
玉井、永田、深堀小屋、原瀬、
箕輪、椚山、上大江、下大江、
大江新田

杉田

北杉田、南杉田、舘野、高越、
上成田、下成田、油井

（以下府下６町）
若宮、松岡、本町、亀谷、
竹田、根崎

渋川
渋川、塩沢、小沢、吉倉、
米沢、上川崎、下川崎、沼
袋

小浜
小浜、上長折、下長折、西
勝田、大平、平石、鈴石、
西荒井、小浜成田、下太田、
外木幡

針道
針道、内木幡、南戸沢、北
戸沢、西新殿、東新殿、杉沢、
茂原、百目木、田沢、山木屋、
小手森、上太田

信夫 八丁目 八丁目、天明根、鼓岡、上
水原、下水原

※「相生集」第２・３稿より作成したもの。
※ 現在の福島市松川町近辺の八丁目分は、

天保４（1833）年２月の村替えの際に受領
した土地（長富公記）で、八丁目と引き換
えに、山ノ内５村（現在の郡山市湖南地
区）は会津藩へ村替えされた。

● ●

●

●

●

●●●

●

● ●

●

● ●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●

猪
苗
代
湖

只野
大槻 郡山

笹川

日和田

高倉横川

中山

石筵 玉井
本宮

杉田

長屋

三春

須賀川今泉

船引

深堀

八丁目

二本柳
油井二本松

苗
代
田

小浜 白髭
百目
木

十文
字岳
温泉

山木
屋針道

下太田

土湯

猪苗代

福島
飯野

川俣 飯樋

阿
武
隈
川

◀ 二本松藩領図を基に作成した、幕
末期の二本松藩域
当時の二本松藩は、東は現在の川俣町
山木屋、西は郡山市熱海町中山、南は
郡山市笹川、北は福島市松川町までを
治めていた。
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二
本
松
へ
丹
羽
光
重
が
入
府
し
て

か
ら
２
１
０
年
目
の
嘉
永
６（
１
８

５
３
）年
、
浦
賀
に
ペ
リ
ー
提
督
率

い
る
黒
船
が
来
航
し
ま
す
。
こ
れ
以

降
、
奥
州
に
位
置
す
る
二
本
松
藩
も

時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
安
政
５（
１
８
５
８
）年
に

は
上
総
国（
現
在
の
千
葉
県
）富
津
砲

台
の
警
衛
を
、
文
久
３（
１
８
６
３
）

年
３
月
に
は
江
戸
警
衛
を
、
同
年
８

月
に
は
京
都
警
衛
を
、
さ
ら
に
は
元

治
元（
１
８
６
４
）年
に
は
水
戸
の
天

狗
党
鎮
撫
を
そ
れ
ぞ
れ
幕
府
か
ら
命

じ
ら
れ
、
こ
れ
ら
多
く
の
出
費
に
よ

り
、
藩
財
政
は
破
綻
す
る
一
歩
手
前

の
状
態
で
し
た
。

　

一
方
、
京
都
で
は
大
き
く
歴
史
の

歯
車
が
動
き
出
し
ま
す
。

　

慶
應
３（
１
８
６
７
）年
10
月
の
、

15
代
将
軍
・
徳
川
慶
喜
に
よ
る
大
政

奉
還
、
そ
し
て
同
年
12
月
に
王
政
復

古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
２
６
０
余
年
の
江
戸
幕
府
が

終
焉
を
迎
え
ま
し
た
が
、
同
４
年
１

月
に
旧
幕
府
勢
力
を
一
掃
し
よ
う
と

す
る
薩
摩
藩
・
長
州
藩
を
中
心
と
す

る
討
幕
派
と
、
旧
幕
臣
、
旧
京
都
守

護
職
の
会
津
藩
な
ど
の
旧
幕
府
軍
が

鳥
羽
・
伏
見
で
戦
い
と
な
り
、
旧
幕

府
軍
は
こ
れ
に
大
敗
し
、
賊
軍
の
汚

名
を
着
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
政
府
軍
は
江
戸
に
向

け
て
、
幕
府
討
伐
に
進
軍
し
ま
し
た

が
、
慶
喜
は
徹
底
し
た
恭
順
の
態
度

を
貫
き
、
同
年
４
月
11
日
に
徳
川
家

の
居
城
で
あ
る
江
戸
城
は
無
血
開
城

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

将
軍
家
が
政
権
を
返
上
し
、
自
身

の
城
も
明
け
渡
し
て
新
政
府
軍
に
恭

順
し
た
訳
で
す
か
ら
、
新
政
府
軍
の

進
攻
は
こ
れ
で
終
わ
っ
て
も
い
い
は

ず
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
戦
争
は
終

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

薩
摩
藩
・
長
州
藩
を
中
心
と
す
る

新
政
府
軍
は
、
そ
の
鉾ほ
こ

先さ
き

を
将
軍
家

か
ら
会
津
藩
・
庄
内
藩
に
向
け
、
東

北
地
方
に
進
攻
す
る
に
至
り
ま
す
。

天
皇
の
名
に
お
い
て
動
員
さ
れ
た
西

南
諸
藩
の
軍
事
力
に
よ
る
こ
れ
ら
の

行
動
は
、
天
皇
の
絶
対
的
な
新
し
い

権
威
の
確
立
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の

最
高
の
手
段
で
あ
り
ま
し
た
。
武
力

を
も
っ
て
し
て
も
東
北
全
域
を
従
わ

せ
、
全
国
統
一
を
図
る
必
要
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
結
果
と
し
て
東
北
諸

藩
は
、明
治
維
新
と
い
う
革
命
の「
犠

牲
」に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
見

方
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

次
号
の
広
報
に
ほ
ん
ま
つ
７
月
号

で
は
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
二
本
松

の
戦
い
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

兜の前部に付ける飾り「前
まえ

立
だて

」には、鍬
くわ

形・竜頭・
動物の角など多種多彩な立

たて

物
もの

があり、この兜の
前立は獅子頭の一種である。当初、獅子に角を
付けた形態が次第に変化していき、ついには獅
子よりも鬼面に近くなり、これを「魅（ばけもの・
もののけ）」の文字を当て、「しかみ」と読ませ名
称とし、鬼

き

面
めん

獅
じ

子
し

とも称した。

金
きん

花
か

猫
びょう

塗
ぬり

唐
とう

冠
かん

兜
かぶと
（伝．丹羽長秀・長重着用）

● ●

●

●

●

●●●

●

● ●

●

● ●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●

猪
苗
代
湖

只野
大槻 郡山

笹川

日和田

高倉横川

中山

石筵 玉井
本宮

杉田

長屋

三春

須賀川今泉

船引

深堀

八丁目

二本柳
油井二本松

苗
代
田

小浜 白髭
百目
木

十文
字岳
温泉

山木
屋針道

下太田

土湯

猪苗代

福島
飯野

川俣 飯樋

阿
武
隈
川
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「
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
」

　
　
　
　表
彰
該
当
者
募
集

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
結
婚
し
て
50
年
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
の
金
婚
式
を
祝
福
す
る

た
め
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

全
組
を
表
彰
し
、
賞
状
と
記
念
品

を
お
贈
り
し
ま
す
。

表
彰
該
当
者

　

昭
和
43
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご

夫
婦

※ 

前
回
ま
で
に
自
己
申
告
漏
れ
で

金
婚
を
迎
え
て
い
た
ご
夫
婦
も

対
象
と
し
ま
す
。

表
彰
式

　

市
内
各
方
部（
二
本
松
・
安
達
・

岩
代
・
東
和
）ご
と
に
、
９
月
の

敬
老
の
日
前
後
の
催
し
の
席
上
に

お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
ご
加
入
の
方
は

所
属
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
、
未
加

入
の
方
は
、
二
本
松
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
二
本
松
市
あ
だ
た

ら
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
備
え
付
け
の

「
し
あ
わ
せ
金
婚
表
彰
申
込
書
」に

所
定
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
29
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
 

二
本
松
市
あ
だ
た
ら
ク
ラ
ブ
事

務
局（
二
本
松
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）☎（
23
）４
１
２
１

　

 

ま
た
は
高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉

係
☎（
55
）５
１
１
４

道
路
や
河
川
の
美
化
活
動
に

必
要
な
物
品
を
支
給
し
ま
す

　

市
内
の
道
路
や
河
川
の
草
刈
り
、

ご
み
拾
い
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
や
団

体
に
対
し
て
、
美
化
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
活
動
に
必
要
な
物
品

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
市

内
を
住
み
や
す
い
き
れ
い
な
ま
ち

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　

市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
さ
れ

た
次
の
団
体
ま
た
は
個
人

・ 

団
体
に
あ
っ
て
は
、
町
内
会
、

老
人
会
等
の
地
域
団
体
、
学
校
、

企
業
ま
た
は
家
族
で
あ
る
こ
と
。

・ 

個
人
に
あ
っ
て
は
、
成
年
で
あ

る
こ
と
。

・ 

そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

市
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

対
象
作
業

・ 

活
動
区
域
内
の
空
き
缶
、
吸
い

殻
等
の
散
乱
ご
み
の
収
集

・
草
木
等
の
除
草
お
よ
び
伐
採

・ 

緑
地
お
よ
び
植
樹
帯
の
植
木
剪

定
・ 

そ
の
他
道
路
ま
た
は
河
川
の
美

化
に
必
要
な
活
動

支
給
品
の
例

　

刈
り
払
い
機
の
燃
料
や
替
え
刃
、

軍
手
、
ご
み
袋
な
ど

※ 

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

土
木
課
維
持
係

　

☎（
55
）５
１
２
５

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
等

の
伐
採
の
お
願
い

　

隣
接
す
る
個
人
宅
等
や
山
林
か

ら
、
道
路
上
に
枝
や
竹
な
ど
が
張

り
出
し
て
い
る
事
例
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

張
り
出
し
た
枝
等
は
、
道
幅
を

狭
く
感
じ
さ
せ
、
歩
行
者
や
通
行

車
両
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
、

土
地
の
所
有
者
の
方
は
樹
木
等
の

伐
採
ま
た
は
枝
打
ち
を
お
願
い
し

ま
す
。

・ 

道
路
、
歩
道
へ
樹
木
の
枝
や
竹

が
張
り
出
し
て
い
る
。

・ 

枯
れ
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
る

通
行
へ
の
障
害
ま
た
は
そ
の
恐

れ
が
あ
る
。

・ 

樹
木
や
竹
の
繁
茂
に
よ
り
、
通

行
へ
の
障
害
ま
た
は
そ
の
恐
れ

が
あ
る
。

※ 

緊
急
の
場
合
、
道
路
通
行
の
支

障
に
な
る
枝
な
ど
を
、
予
告
な

く
伐
採
・
撤
去
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ･･･

　

土
木
課
維
持
係

　

☎（
55
）５
１
２
５

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

二
本
松
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

「
ふ
く
し
ま
健
民

　
　
　パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
標
と

し
て
、
今
年
度
も
県
と
連
携
協
力

し
て
６
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

　

運
動
を
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対 

象
者

　

６
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
の

市
民（
高
校
生
を
除
き
ま
す
）

概　

要

　

台
紙
記
入
コ
ー
ス
は
、
今
回
の

広
報
６
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま

す
。
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
国
保
年

金
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
で
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ（
ふ

く
し
ま
健
民
ア
プ
リ
）コ
ー
ス
は
、

ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
ま
た
は
、
グ
ー

グ
ル
プ
レ
イ
か
ら
無
料
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

そ 

の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
支
所
備
え

付
け
の
チ
ラ
シ
か
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

健
康
増
進
課
予
防
係

　

☎（
55
）５
１
０
９

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度
運
用
状
況

　

二
本
松
市
公
文
書
公
開
条
例
第

35
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
29

年
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

・
開
示
請
求
件
数　
　
　
　

73
件

・
開
示
件
数　
　
　
　
　
　

65
件

　
（
う
ち
部
分
開
示　
　
　

23
件
）

・
取
下
げ　
　
　
　
　
　
　

０
件

・
不
開
示　
　
　
　
　
　
　

８
件

　
（
う
ち
不
存
在　
　
　
　

７
件
）

個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

　

二
本
松
市
個
人
情
報
保
護
条
例

第
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

29
年
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

・
開
示
請
求
件
数　
　
　
　

１
件

・
開
示
件
数　
　
　
　
　
　

１
件

　
（
う
ち
部
分
開
示　
　
　

１
件
）

・
不
開
示　
　
　
　
　
　
　

０
件

・
訂
正
請
求
件
数　
　
　
　

０
件

・
利
用
停
止
請
求
件
数　
　

０
件

・
簡
易
開
示
件
数　
　
　
　

12
件

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

人
事
行
政
課
行
政
係

　

☎（
55
）５
０
８
４

ックアップ市政情報ピick upＰ

栄
え
あ
る
叙
勲
受
章

　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
各
分
野
で
活
躍
・
貢
献
さ
れ
た
方
々

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

旭
日
双
光
章

伊い

藤と
う　

清せ
い

次じ 

さ
ん（
85
）

現（
公
財
）福
島
県
身
体
障
が
い
者

福
祉
協
会
会
長（
郭
内
）

瑞
宝
単
光
章

大お
お

内う
ち　

光み
つ

雄お 

さ
ん（
90
）

元
各
種
統
計
調
査
員（
若
宮
）

旭
日
単
光
章

三み

浦う
ら　

勝か
つ

眞ま 

さ
ん（
78
）

現
あ
だ
た
ら
商
工
会
会
長（
小
浜
）

瑞
宝
双
光
章

伊い

藤と
う　

末す
え

吉き
ち 

さ
ん（
70
）

元
公
立
中
学
校
長（
西
池
）
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道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
等

の
伐
採
の
お
願
い

　

隣
接
す
る
個
人
宅
等
や
山
林
か

ら
、
道
路
上
に
枝
や
竹
な
ど
が
張

り
出
し
て
い
る
事
例
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

張
り
出
し
た
枝
等
は
、
道
幅
を

狭
く
感
じ
さ
せ
、
歩
行
者
や
通
行

車
両
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
、

土
地
の
所
有
者
の
方
は
樹
木
等
の

伐
採
ま
た
は
枝
打
ち
を
お
願
い
し

ま
す
。

・ 

道
路
、
歩
道
へ
樹
木
の
枝
や
竹

が
張
り
出
し
て
い
る
。

・ 

枯
れ
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
る

通
行
へ
の
障
害
ま
た
は
そ
の
恐

れ
が
あ
る
。

・ 

樹
木
や
竹
の
繁
茂
に
よ
り
、
通

行
へ
の
障
害
ま
た
は
そ
の
恐
れ

が
あ
る
。

※ 

緊
急
の
場
合
、
道
路
通
行
の
支

障
に
な
る
枝
な
ど
を
、
予
告
な

く
伐
採
・
撤
去
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ･･･

　

土
木
課
維
持
係

　

☎（
55
）５
１
２
５

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

二
本
松
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

「
ふ
く
し
ま
健
民

　
　
　パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
標
と

し
て
、
今
年
度
も
県
と
連
携
協
力

し
て
６
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

　

運
動
を
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対 

象
者

　

６
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
の

市
民（
高
校
生
を
除
き
ま
す
）

概　

要

　

台
紙
記
入
コ
ー
ス
は
、
今
回
の

広
報
６
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま

す
。
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
国
保
年

金
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
で
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ（
ふ

く
し
ま
健
民
ア
プ
リ
）コ
ー
ス
は
、

ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
ま
た
は
、
グ
ー

グ
ル
プ
レ
イ
か
ら
無
料
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

そ 

の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
支
所
備
え

付
け
の
チ
ラ
シ
か
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

健
康
増
進
課
予
防
係

　

☎（
55
）５
１
０
９

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度
運
用
状
況

　

二
本
松
市
公
文
書
公
開
条
例
第

35
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
29

年
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

・
開
示
請
求
件
数　
　
　
　

73
件

・
開
示
件
数　
　
　
　
　
　

65
件

　
（
う
ち
部
分
開
示　
　
　

23
件
）

・
取
下
げ　
　
　
　
　
　
　

０
件

・
不
開
示　
　
　
　
　
　
　

８
件

　
（
う
ち
不
存
在　
　
　
　

７
件
）

個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

　

二
本
松
市
個
人
情
報
保
護
条
例

第
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

29
年
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

・
開
示
請
求
件
数　
　
　
　

１
件

・
開
示
件
数　
　
　
　
　
　

１
件

　
（
う
ち
部
分
開
示　
　
　

１
件
）

・
不
開
示　
　
　
　
　
　
　

０
件

・
訂
正
請
求
件
数　
　
　
　

０
件

・
利
用
停
止
請
求
件
数　
　

０
件

・
簡
易
開
示
件
数　
　
　
　

12
件

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

人
事
行
政
課
行
政
係

　

☎（
55
）５
０
８
４

Ｐピックアップ市政情報

　

戊
辰
戦
争
で
二
本
松
藩
は
、
主
力

兵
の
大
半
を
白
河
城
攻
防
に
送
り

込
み
、
二
本
松
に
残
る
兵
力
は
約
千

人
。
対
す
る
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
な

ど
の
西
軍
は
、
７
千
人
で
し
た
。

　

徹
底
抗
戦
の
末
、
慶
應
４
年
７

月
29
日
、
城
を
自
焼
さ
せ
炎
上
落

城
し
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
で
、
二
本
松
藩
の
戦

死
者
は
３
３
７
人
、
負
傷
者
は
71

人
と
、
同
盟
各
藩
の
人
口
規
模
で

比
べ
る
と
、
非
常
に
多
い
人
数
で

あ
り
、
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
し
て
戊
辰

戦
争
で
炎
上
落
城
し
た
の
は
、
二

本
松
城
だ
け
と
い
う
惨さ

ん

憺た
ん

た
る
も

の
で
し
た
。

　
「
三
春
藩
信
に
背
き
て
西
軍
を
城

中
に
引
く
。
神
人
と
も
そ
れ
を
怒

る
。
我
に
し
て
今
、
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
し
た
ら
、
人
こ
れ
を
何
と
い
う

か
。
ま
た
、
西
軍
に
降
っ
て
一
時
的

に
社し

ゃ

稷し
ょ
く（
国
家
）を
全
う
し
て
も
、
東

北
諸
藩
を
敵
と
な
す
。
い
ず
れ
か
滅

び
る
な
ら
、
列
藩
の
信
を
守
っ
て
滅

び
よ
う
」＝
丹
羽
一
学
＝

　

戊
辰
戦
争
は
二
本
松
藩
に
と
っ

て
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
へ
の
信
義

を
貫
い
た
敗
戦
覚
悟
の
玉
砕
戦
で

し
た
。
徳
川
幕
府
が
大
政
奉
還
し

江
戸
城
を
無
血
開
城
し
た
後
に
、

二
本
松
藩
の
守
る
べ
き
も
の
は
何

だ
っ
た
の
か
！
丹
羽
家
の
改
易
か

ら
大
名
復
帰
へ
の
歴
史
に
み
る
、

徳
川
家
に
対
す
る
恩
義
か
。
そ
れ

と
も
、
会
津
藩
、
奥
羽
越
列
藩
同

盟
へ
の
大
義
だ
っ
た
の
か
。

　
「
勝
て
ば
官
軍
、
負
け
れ
ば
賊

軍
」と
い
わ
れ
て
い
た
時
代
に
、

戊
辰
戦
争
で
生
き
残
っ
た
方
々
は
、

筆ひ
つ

舌ぜ
つ

に
尽
く
せ
ぬ
思
い
で
時
代
を

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
１
５
０
年
を
顧
み
、
無

念
の
最
期
を
遂
げ
た
方
々
の
御
霊

を
弔
い
、
二
度
と
再
び
こ
の
よ
う
な

悲
惨
な
戦
争
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
、
戊

辰
戦
争
後
、
今
日
ま
で
努
力
さ
れ
た

先
人
の
偉
業
を
称
え
、
新
た
な
50

年
・
１
０
０
年
に
向
か
っ
て
、
平
和

で
希
望
の
持
て
る
二
本
松
の
未
来

を
ひ
ら
い
て
ま
い
り
ま
す
。

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

二本松市長
三保　恵一

市
民
と
と
も
に

戊
辰
戦
争
１
５
０
年

　

誇
り
高
き
二
本
松
武
士
道
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給
水
装
置
の
無
料
点
検

　

水
道
週
間
期
間
中
に
限
り
、
二
本

松
管
工
事
組
合（
７
社
）の
協
力
を
得

て
、
給
水
装
置
の
無
料
点
検
や
蛇
口

コ
マ
等
の
取
り
替
え
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す（
材
料
費
等
は
有
料
と
な
り

ま
す
）。
水
道
に
つ
い
て
日
ご
ろ
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
 

二
本
松
管
工
事
組
合（
㈱
野
地
工

業
所
内
）☎（
22
）０
５
３
９

水
道
工
事
は
指
定
工
事
業
者
で

　

無
断
で
工
事
を
す
る
こ
と
は
、
思

わ
ぬ
漏
水
に
よ
り
損
害
を
被
る
こ
と

や
、
水
道
水
の
衛
生
状
態
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
水
道

の
工
事
を
行
う
場
合
は
、
必
ず
指
定

工
事
事
業
者
を
通
じ
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

本
市
の
指
定
工
事
事
業
者
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
水

道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

毎
月
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
時
に
、

検
針
員
が
お
渡
し
す
る「
使
用
水
量
等

の
お
知
ら
せ
」は
、
そ
の
月
に
使
用
し

た
水
量
や
請
求
予
定
額
等
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
お
知
ら
せ

票
で
毎
月
の
水
量
を
確
認
す
る
と
、

漏
水
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
月
の
水
量
の
動
き
を
確

か
め
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ど
の
く
ら
い
水
道
を
使
っ
た
の
か
を
、

毎
月
４
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
検
針
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
上
や
周
辺
に
物
が
置
い
て
あ
る

と
、
検
針
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
整
理

整
頓
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
使
用
者
の
方
に
監
視
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
の
で
、
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

使
っ
た
水
量
を
正
確
に
計
測
す
る

た
め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
期
間

は
、
計
量
法
で
８
年
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
期
限
を
迎
え
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
市
で
委
託
し
て
い
る
担
当

業
者
が
、
新
し
い
も
の
に
無
料
で
交

換
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
担
当
業
者
に
は
市
で
発
行

し
た
身
分
証
明
書
の
携
帯
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思
っ
た

場
合
は
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

担
当
業
者

　

㈱
野
地
工
業
所
、
オ
オ
ナ
ミ
㈱
、

㈱
Ｊ
Ｐ
ア
ク
ア
、
㈱
吉
田
設
備
、
㈲

佐
藤
設
備
工
業
、
㈲
キ
マ
ル
設
備
、

㈲
東
和
設
備
工
業

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
等　

　

二
本
松
信
用
金
庫
、
東
邦
銀
行
、

福
島
銀
行
、
大
東
銀
行
、
福
島
県
商

工
信
用
組
合
、
東
北
労
働
金
庫
、
ふ

く
し
ま
未
来
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

※ 

市
外
の
支
店
等
の
口
座
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、各

金
融
機
関
等
の
窓
口
で
お
手
続
き

で
き
ま
す
。

※ 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
お

支
払
い
も
で
き
ま
す
。

水
道
水

安
全
　お
い
し
い

金
メ
ダ
ル

６
月
１
日
か
ら
７
日
は

�

『
水
道
週
間
』で
す

水
道
水
を
安
心
し
て
使
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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日　時　6月2日（土）、3日（日）10：00〜15：00
場　所　福島市飯坂町沼ノ上１番地の１
催　し　�施設内見学、ビデオ上映、パネル

展示、お楽しみコーナーなど
　　◎問い合わせ…
　　　福島地方水道用水供給企業団
　　　☎024（541）4100

すりかみ浄水場一般公開　※入場無料

安心でおいしい！二本松の水道水
二本松市の水道水は、安達太良山麓の豊富な湧水や摺上川等を水源とし、清らかでおいしい水を安定供給しています

　 今年度予定の主な水道事業

◎問い合わせ�水道課水道管理係☎（55）5135

おいしい水の基準　※昭和60年厚生省「おいしい水研究会」より
項　目 指　標 二本松市 摘　　要

蒸発残留物 30〜200mg/ℓ 74.8mg/ℓ 主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦味、渋味などが増し、
適度に含まれると、こくのあるまろやかな味がします。

硬　　　度 10〜100mg/ℓ 27.9mg/ℓ ミネラルの中で量的に多いカルシウム、マグネシウムの含有量を示し、
硬度の低い水はくせがなく、高い水は好き嫌いがでます。

残 留 塩 素 0.4mg/ℓ以下 0.2mg/ℓ 水にカルキ臭を与え、濃度が高いと水の味を損ないます。
臭 気 強 度 ３以下 なし 臭いがつくと不快な感じがします。
水      温 20度以下 15.2度 冷やすことによりおいしく飲めます。

※高平配水池系統の水質検査時データです。
◎ 市では現在、週１回継続して市内各水道の放射性物質モニタリング検査を行っています。これまでの検査結

果では、市内全ての上水道・簡易水道において放射性物質は検出されていません。

事業名 地　域 工　種 工事箇所

上水道第六次
拡張事業 安　達

配水管布設 渋川地区
舗装復旧 上川崎・渋川地区

施設改良事業
二本松

配水管布設 杉田駄子内地内 外
配水管布設替 若宮一丁目地内 外
舗装復旧 根崎一丁目地内 外
計装装置改修 上水道区域内

安　達
石綿管更新 油井字持東林地内 外
舗装復旧 油井字長谷堂地内 外

水道未普及地
域解消事業 東　和

配水管布設 戸沢字黒少内地内 外
舗装復旧 戸沢字道用地内 外

水 道週間

第60回 水道週間ポスター

水
道
週
間
と
は
、
水
道
に
つ
い
て
国
民

の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生
の

向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
週
間
で
す
。

二
本
松
市
の
水
道
は
、
昭
和
４（
１
９

２
９
）年
に
給
水
開
始
以
来
、
１
日
と

し
て
休
む
こ
と
な
く
皆
さ
ん
に
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
水
道
法
に
定
め
ら
れ

た
51
項
目
の
厳
し
い
水
質
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
本
市
の
水
は
、
安
全
で
良
質
な

水
道
水
と
な
っ
て
各
家
庭
へ
供
給
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

水
道
施
設
の
整
備
や
普
及
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
水
道
本
管
が
整

備
さ
れ
て
い
る
地
区
で
未
加
入
の
方
は
、

家
庭
内
へ
の
配
管
に
接
続
し
て
い
た
だ

き
、
安
全
で
安
心
な
、
二
本
松
の
お
い

し
い
水
道
水
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
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完
全
予
約
制
不
妊
個
別
相
談
会

〜
マ
マ
に
パ
パ
に

　
　

な
り
た
い 
あ
な
た
へ
〜

　

将
来
、
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
け

ど
、
体
調
が
気
に
な
る
方
の
た
め
の

相
談
会
で
す
。
相
談
に
は
、
福
島

県
立
医
科
大
学
の
専
門
医
お
よ
び

専
門
看
護
師
が
対
応
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
相
談
会
で
は
、
生

理
不
順
・
ス
ト
レ
ス
・
流
産
を
繰
り

返
す
・
妊
娠
し
に
く
い
等
の
相
談

に
対
応
し
て
お
り
、
個
人
に
合
わ

せ
た
体
調
管
理
や
治
療
に
関
す
る

こ
と
等
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

い
た
だ
け
ま
す
。

　

現
在
、
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
と

考
え
て
い
る
方
や
治
療
中
の
方
、
２

人
目
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い

方
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
・
女
性
お
一
人
で
も
、
ご
一

緒
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
時
間
予

約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　
７
月
８
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場　

所　

　

安
達
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

市
民
の
方

※ 

時
間
予
約
制
と
し
て
お
り
、
先

着
８
名（
組
）で
、
１
組
30
分
程

度
の
相
談
時
間
と
な
り
ま
す
。

相
談
対
応
者

・ 

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科

大
学　

産
科
婦
人
科
学
講
座

　
　
　
　
　
　
　

菅
沼　

亮
太 

氏

・ 

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科

大
学
附
属
病
院　

不
妊
症
看
護

認
定
看
護
師 

尾
形　

優
子 

氏

申
込
期
限　
６
月
29
日（
金
）

そ 
の
他　

　

次
回
は
11
月
に

開
催
予
定
で
す
。

毎
年
６
月
は『
食
育
月
間
』

毎
月
19
日
は『
食
育
の
日
』

『
食
育
』と
は

　

生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
、

『
食
』に
対
す
る
知
識
と
選
択
す
る

力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を

育
て
る
こ
と
で
す
。

　

食
育
月
間
は
、
国
が「
食
育
基

本
法
」に
よ
り
平
成
17
年
か
ら
定

め
た
も
の
で
、
食
育
の
日
は
、「
食

（
し
ょ
く
）」か
ら「
し
ょ
→
初
→
１
、

く
→
９
」に
繋
が
る
こ
と
や
、「
育

（
い
く
）」か
ら「
１
９
」に
な
る
こ

と
か
ら
、
毎
月
19
日
を「
食
育
の

日
」と
し
て
い
ま
す
。

『
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を

 

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
』

　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
共
食
の

大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、
二
本
松

市
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
番
身
近
な
家
族
の
中
で
、
楽

し
く
食
卓
を
囲
む
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ

ん
の
体
調
は
い
か
が
で
す
か
？

〜
両
親
学
級
の
ご
案
内
〜

　

安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き

る
よ
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

　

６
月
10
日（
日
）

午
前
９
時
〜

　

受
け
付
け
と
マ
タ
ニ
テ
ィ
体
験

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
妊
娠
中
の

肩
こ
り
や
腰
痛
の
解
決
法
、
お
産

に
役
立
つ
動
き
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

講　

師　

運
動
指
導
士

対 

象
者　

市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん

と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方

会 　

場

　

安
達
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

託　

児　

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※ 

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
オ

ム
ツ
や
着
替
え
、
ミ
ル
ク
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
７
日（
木
）

※ 

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

健
康
増
進
課
保
健
係

　

☎（
55
）５
１
１
０

　

Fax（
23
）１
７
１
４

第
11
回
歯
っ
ぴ
ー
か
む
か
む

健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
8

　

く
じ
引
き
で
景
品
が
当
た
る
ほ

か
、
来
場
者
に
は
歯
ブ
ラ
シ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

日　

時　

６
月
10
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

場 　

所　

本
宮
市
民
元
気
い
き
い

き
プ
ラ
ザ『
え
ぽ
か
』

入
場
料　

無
料

保
　健

health

やすらぎの丘 全日本葬祭業協同組合連合会加盟

葬儀のすべてのご相談・ご用命は

丸又葬儀社
丸又ふれあい会　会員募集中

有限
会社
本　　　店／〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2
二本松斎場／〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

☎0243－22－5598

フリーダイヤル 0120－03－5598
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内　

容

　
『
歯
科
医
師
コ
ー
ナ
ー
』『
お
口

の
中
を
見
て
み
よ
う
コ
ー
ナ
ー
』

『
歯
科
衛
生
士
コ
ー
ナ
ー
』『
フ
ッ

素
コ
ー
ナ
ー
』『
歯
科
技
工
士
コ
ー

ナ
ー
』な
ど
が
あ
り
、
お
口
の
健

康
相
談
や
正
し
い
歯
ブ
ラ
シ
の
選

び
方
、
入
れ
歯
が
で
き
る
ま
で
な

ど
が
学
べ
ま
す
。

お
口
の
健
康
講
話

　

時
間　

午
前
11
時
〜
正
午

　

講
師　

 

奥
羽
大
学
歯
学
部
口
腔

衛
生
学
講
座　

講
師

　
　
　
　
　
　

大
橋　

明
石 

氏

　

演
題　

 

知
っ
て
お
こ
う
！
日
本

人
の
お
口
の
現
状

　
　
　
　

〜
効 

果
的
に
む
し
歯
を

予
防
す
る
に
は
〜

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

ほ
ん
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

　

☎（
22
）８
８
６
２

児
童
手
当
の

　
　
　

手
続
き
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒
業
ま

で（
15
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

　

出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た

に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
市

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）へ
の「
認

定
請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
市
内
で
の
転
居
時
に
は

「
住
所
等
変
更
届
」、
他
市
町
村
へ

転
出
の
場
合
は「
消
滅
届
」の
提
出

が
必
要
で
す
。

支
給
月
額

児童の年齢 手当額（１人当たり）
３歳の誕生月まで １万５千円
３歳の誕生月の
翌月から小学校
修了まで

１万円
※第３子以降は
　１万５千円

小学校修了後から
中学校修了まで １万円

※所得制限者 年齢にかかわら
ず一律５千円

※ 

児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
を
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か

ら
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日

の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。

現
況
届
の
提
出
の
お
願
い

　

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

年
に
一
度
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
届
出
用
紙
を
６

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月
29
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

　

☎（
55
）５
０
９
４

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

ご
存
じ
で
す
か
？

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
「
急
な
残
業
で
保
育
所
や
学
童

ク
ラ
ブ
に
迎
え
に
行
け
な
い
」「
家

族
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
育

児
が
で
き
な
い
」「
仕
事
を
探
し
に

行
き
た
い
け
ど
、子
連
れ
で
は
…
」

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
を
預

か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
と
き
に
利

用
で
き
る
の
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
会
員（
提
供
会
員
）が
、

保
護
者
の
代
わ
り
に
子
ど
も
た
ち

の
送
迎
や
預
か
り
を
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
の
育
児

援
助
を
受
け
た
い
方（
依
頼
会
員
）

と
援
助
を
行
い
た
い
方（
提
供
会

員
）が
助
け
合
う
事
業
で
す
。

　

二
本
松
市
に
お
い
て
は「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
こ

こ
ろ
」が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
設
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　

養
成
講
習
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
提
供
会
員（
有
償
）と
し
て

活
動
す
る
た
め
に
、
必
要
な
基
礎

知
識
や
心
構
え
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

開催日
（全７回） 時　間

6/14（木）９：30～15：00
6/21（木）９：30～15：00
6/28（木）９：30～16：00
7/4（水） 13：00～15：00
7/5（木） ９：30～15：00

7/12（木）９：30～12：00
7/19（木）９：30～15：00

会　

場　

岳
下
住
民
セ
ン
タ
ー

内 　

容　
『
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
と
私
た
ち
の
役
割
』な
ど

全
12
課
程

受
講
料　

２
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
含
む
。

申
込
期
限　

６
月
８
日（
金
）

◎ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
こ
こ
ろ

　

☎（
23
）４
７
４
０

お問い合わせ：スカイピアあだたらアクティブパーク☎0243-24-5066

スカイピアあだたら アクティブパーク遊びに
来てね！

★営業時間／平　日　13：00～21：00
　　　　　　土日祝日　10：00～21：00
★定 休 日／毎週水曜日

※イベントや大会、設備点検のため特別休館、
　または貸切となる場合がございます。

★利用料（各種目）
　小学生/中学生　　500円
　高校生/他学生　1,000円
　大　　人　　　 1,500円

スケートボード
（ストリート/バーチカル）

クライミング
（リード/ボルダリング/スピード） スラックライン

６月の講座のご案内６月の講座のご案内６月の講座のご案内６月の講座のご案内 要予約 定員：あした天気になぁれ 飾り12人、
　　　草木染のコースター10人、一閑張12人　

※申込〆切日を過ぎてもキャンセル等の都合により受講可能な場合も
　ありますのでお気軽にお問い合わせください。

【あした天気になぁれ 飾り（１回講座）】
開講日・時間
　６/３㈰　10：00～11：30
　６/５㈫　10：00～11：30
料　　金：1,300円
申込〆切：各開講日の５日前

お申し込み・お問い合わせ：二本松市和紙伝承館（☎61－3200）

開講日・時間
　６/14㈭　10：00～12：00
　６/16㈯　10：00～12：00
料　　金：700円（１枚作成）
申込〆切：各開講日の５日前

【草木染のコースター（１回講座）】

開 講 日：６/18㈪、24㈰、27㈬
時　　間：10：00～12：00
料　　金：600円 （※材料費別途料金）
申込〆切：各開講日の前日

【毎月開催！一閑張講座】
・要予約、電話か窓口へ直接お申し込みください。
　（ＦＡＸやメールでの受付はしておりません）
・定員になり次第締め切らせていただきます。
・材料のみの販売はしておりません。
・草木染のコースター講座の折り機は、別途1,200円
  で販売も致します。

【注意事項】

子
育
て
支
援

child
 care
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い
き
い
き
元
気
教
室

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
や
認
知
症

予
防
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
ダ
ン
ス
等
で
、

楽
し
く
身
体
と
頭
を
動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も

い
き
い
き
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た

教
室
の
最
初
と
最
後
の
会
に
は
、

歩
く
速
さ
や
握
力
な
ど
を
測
定
し

ま
す
。

日　

時（
各
回
火
曜
日
）

　

７
月
３
日
、
17
日

　

８
月
７
日
、
21
日

　

９
月
４
日
、
18
日

　

10
月
２
日
、
16
日

　

11
月
６
日
、
20
日

　

午
前
9
時
～
10
時
30
分

場　

所　

戸
沢
住
民
セ
ン
タ
ー

対
象
者

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

参
加
費　

無
料

持 

参
物　

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
運
動

靴
、
水
分
補
給
の
飲
み
物

申
込
期
限　

6
月
25
日（
月
）

そ
の
他

　

こ
の
事
業
は
、
東
和
さ
わ
や
か

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
二
本
松
市
東

和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
事
業
で
、（
公
財
）福
島
県
体

育
協
会
ふ
く
し
ま
広
域
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
各
種
団
体
連
携
事
業
に

よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

・ 

二
本
松
市
東
和
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎（
61
）７
１
０
０

・ 

東
和
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ（
東
和
公
民
館
内
）

　

☎（
66
）２
５
１
４

・ 
高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
係

　

☎（
23
）３
６
０
０

ほ
ん
と
の
空

　
　ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
芸
術
・
文

化
活
動
を
通
じ
て
、
幅
広
く
交
流

を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
第

11
回「
ほ
ん
と
の
空
ふ
れ
あ
い
音

楽
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
17
日（
日
）

　

開
場　

午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
（
展
示
・
販
売
開
始
）

　

開
演　

午
後
１
時
～

会　

場　

安
達
文
化
ホ
ー
ル

内 　

容　

各
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
音
楽
療
法
士
で
あ
る
近

藤
美
智
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
の
ほ

か
、
各
障
が
い
者
施
設
の
活
動
展

示
、
お
菓
子
や
木
工
製
品
等
の
自

主
製
品
販
売
を
行
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

入
場
料　

無
料

手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

　

手
話
技
術
の
習
得
と
聴
覚
障
が

い
者
と
の
交
流
を
図
る
た
め
の
、

初
心
者
向
け
の
講
習
会
で
す
。

受
講
対
象
者

　

二
本
松
市
内
、
本
宮
市
内
、
大

玉
村
内
に
住
む
方
で
、
手
話
を
学

び
、
聴
覚
障
が
い
者
と
の
交
流
を

希
望
す
る
方

日　

時（
全
６
回
・
各
回
水
曜
日
）

　

①
７
月
４
日　

②
７
月
11
日

　

③
７
月
18
日　

④
７
月
25
日

　

⑤
８
月
１
日　

⑥
８
月
８
日

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会　

場　

本
宮
市
中
央
公
民
館

参
加
費　

無
料

定　

員　

15
人

申
込
期
限　

６
月
４
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
６
月
20
日（
水
）

手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
ま
す

　

聴
覚
障
が
い
者
の
方
が
社
会
生

活
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
市
内

の
聴
覚
障
が
い
者
の
方
ま
た
は
聴

覚
障
が
い
者
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
に
手
話

通
訳
者
の
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
例

・
医
療
機
関
へ
の
通
院

・
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
の
手
続
き

・
行
政
区
で
の
話
し
合
い 

等

※ 

次
の
場
合
の
派
遣
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業 

等

・
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教
活
動

利
用
料　

無
料

申
し
込
み
方
法

　

希
望
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に
、

申
請
書
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
話
に

よ
る
申
し
込
み
も
可
）。

※ 

申
請
書
は
、
福
祉
課（
市
役
所

１
階
）、
各
支
所
地
域
振
興
課
、

各
住
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

※ 

緊
急
の
場
合
は
、
随
時
受
け
付

け
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み･･･

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
３

　

Fax（
22
）１
５
４
７

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方

へ
の
在
宅
生
活
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　

福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
、
在
宅
生
活

訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

訓
練
内
容
等

　

歩
行
訓
練
や
点
字
・
音
声
パ
ソ

コ
ン
、
日
常
生
活
動
作
な
ど
、
講

師
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
行
う
個

二本松市奥岳温泉
あだたら高原リゾート

TEL 0243-24-2141
http://www.adatara-resort.com

絶景の露天風呂

《あだたら山奥岳の湯》
●営業時間　10時～17時（年中無休）※メンテナンスによる休業日あり
　　　　　　　４月21日～11月４日は20時まで
●料　　金　大人 600円　小人 400円

ロープウェイで新緑の安達太良山へ《あだたら山ロープウェイ》

◆営業期間
　 平成30年11月４日㈰まで毎日運行
◆営業時間
　 ８時30分～16時30分
　 （上り最終15：50／下り最終16：20）
◆料　金
　 片道　大人1,000円・小人　750円
　 往復　大人1,700円・小人1,300円

福
　祉

w
elfare
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別
指
導
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家

族
と
の
受
講
も
可
能
で
す
。

対 

象
者　

中
途
失
明
者
や
視
覚
障

が
い
者
等

申
し
込
み
方
法

　

事
前
に
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

平
成
31
年
２
月
28
日（
木
）

※
実
施
日
は
後
日
、
個
別
に
調
整

し
ま
す
。

肢
体
不
自
由
者
来
所
相
談
会

　

補
装
具
の
購
入
・
修
理
、
医
療
、

そ
の
他
更
生
に
関
す
る
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　

６
月
22
日（
金
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

会 　

場　

福
島
県
障
が
い
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
県
庁
北
庁
舎
）

申
込
期
限　

６
月
15
日（
金
）

申 

し
込
み
方
法　

事
前
に
電
話
等

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　

　

☎（
55
）５
１
１
３

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

環
境
月
間
と
環
境
の
日

　

６
月
は

　
　
　

環
境
月
間
で
す

「
環
境
基
本
法
」で
６
月
５
日
は

「
環
境
の
日
」と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
６
月
の
１
カ
月
間
が「
環

境
月
間
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
環
境
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
環
境
の
日
」は
、
事
業
者
や
国

民
の
間
に
広
く
環
境
の
保
全
に
つ
い

て
関
心
を
深
め
、
積
極
的
に
環
境

の
保
全
に
関
す
る
活
動
を
行
う
意

欲
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
河
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事

業
や
道
路
沿
線
の
除
草
活
動
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

市
は
、
環
境
衛
生
監
視
員
を
委

嘱
し
、
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
た

監
視
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
市
民
で
あ
る
私
た
ち
一
人

一
人
が
、「
不
法
投
棄
は
犯
罪
」で

あ
り「
不
法
投
棄
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
。」と
い
う
認
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

不
法
投
棄
を「
し
そ
う
だ
。
し

て
い
る
。
し
て
い
た
。」と
い
っ
た

状
況
を
目
撃
・
発
見
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
市
役
所
ま
た
は
警
察
署

へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
の
罰
則

　

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１

千
万
円
以
下（
法
人
等
に
あ
っ
て

は
３
億
円
以
下
）の
罰
金
と
な
り

ま
す
。

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
ご
み
や
草
木
等
を
野
焼
き

す
る
こ
と
に
よ
る
煙
の
苦
情
が
、

各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、

猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
発
生

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
焼
却

せ
ず
に
、
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
、

罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。
農
業
や

林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な

い
焼
却
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
も
、
周
辺

に
影
響
の
出
な
い
よ
う
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

第
２
回
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

注
射
を
し
て
い
な
い
犬
を
対
象

に
追
加
接
種
を
行
い
ま
す
。
４
月

に
受
け
て
い
な
い
方
は
、
忘
れ
ず

に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

６
月
10
日（
日
）

実施場所 時　間

二本松・安達地域
市役所（正面） ９：00～９：50
安達支所前 10：15～11：00

岩代・東和地域
岩代公民館 ８：30～９：00
新殿住民センター ９：20～９：35
旭住民センター ９：55～10：05
東和支所裏 10：35～11：20

注
射
料
金　

３
２
０
０
円

※�

未
登
録
犬
の
場
合
は
、
新
規
登

録
料
と
し
て
別
途
３
千
円
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※�

会
場
に
は
犬
を
制
止
で
き
る
人

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎（
55
）５
１
０
３

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

広告募集中
「広報にほんまつ」や「市ウェブサイト」に広告を掲載しませんか？
お申し込みをお待ちしております。

◎問い合わせ・申し込み…秘書広報課秘書広報係☎（55）5096

広告料

＜広報にほんまつ＞
　掲載１回につき、下１段…………20,000円、
　　　　　　　　　下１段の1/2…10,000円
＜市ウェブサイト＞
　バナー広告で、１枠につき１カ月…10,000円

環
境
衛
生

environm
ent hygiene

パン工房ショプロン

22-8295
二本松市休石144-9

TEL&FAX

住　所

木曜日定休日

８：00～18：00営業時間
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ▶

奥羽越列藩同盟ゆかりの地で
宮城県白石市とさらなる交流誓う

写真上は「春爛漫ちょっ
とぶらり・さくらウォー
キング」。コース途中
の亀谷坂・露伴亭では、
おなかをすかせた参加
者らが、玉こんにゃく
を頬張る。写真下は「い
わしろさくらウォーク」
の様子

　４月11日、三保市長が宮城県白石市の山田裕一市長を
表敬訪問し、戊辰戦争時に新政府軍に対抗するため、奥
羽と越後の31藩で結成された「奥羽越列藩同盟」にゆかり
のある自治体同士として、戊辰150年を機に一層の交流
を誓いました。両市長は陣羽織を着て、同盟を結成する
きっかけとなった白石会議が開かれた白石城で、同会議
の開催日に合わせて対面し、両市ののぼり旗と地酒を交
換し、握手を交わしました。

　４月15日、「戊辰の役150年記念 春爛漫・
ちょっとぶらり・さくらウォーキング」が
霞ヶ城公園箕輪門前発着で行われました。
桜の開花が例年よりも早かった今年は、満
開の下とはなりませんでしたが、市内外か
らおよそ300人の参加者が集まり、城下町の
春を散策しました。またこの日は、「いわし
ろさくらウォーク」も行われ、合戦場のしだ
れ桜や菜の花を眺めながら、子どもからお
年寄りまで、きれいな景色を満喫しました。

桜の名所を散策
市内各地でさくらウォーク

前列左から３人目が山田市長、４人目が三保市長

　市消防団の春季合同検閲式典は４月
22日、岩代地域で開催されました。団
員らは、小浜字鳥居町地内で観閲を受
けたのち、ラッパ隊を先頭に、岩代運
動場まで行進しました。運動場では式
典が行われ、初めに、これまで消防団
活動にご尽力いただいた方々へ、感謝
状や功績章などが授与され、その後、
団員らが練習を積み重ねてきた小隊訓
練や中隊訓練、ラッパ隊ドリル演奏な
どが披露されました。この日は朝から
非常に暑い一日でしたが、式典中の団
員たちは、終始真剣な表情でした。

二本松市消防団 春季合同検閲
安心・安全への誓い新たに

①鳥居町地内で行われた消防団長らによる観閲　②観閲修了後、急な坂道を行進
する団員ら　③式典中の様子　④市長から佐藤前団長に感謝状を授与

1 2
3 4
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　５月１日、霞ヶ城公園内の丹羽霊祠殿に
て、霞ヶ城公園の顕彰祭が行われました。こ
の顕彰祭は、名園として知られる霞ヶ城公園
の維持・開発に尽力した先人たちの功績をた
たえるもので、神事では、二本松少年隊顕彰
会の会長である三保市長らが玉串をささげ、
終了後には、二本松藩主・丹羽公が好んだと
される団子が参列者に配られました。

霞ヶ城公園顕彰祭
先人の功績をたたえる

　今年で11回目を迎える「羽山の里クマガイ
ソウ祭り」開園式が５月６日に行われました。
今年は例年より１週間ほど開花が早く、開
園式当日には、約20㌃の杉林一面のクマガ
イソウが見頃を迎えていました。このクマ
ガイソウは、園主の五十嵐文一さん（戸沢）
が今から43年前に、たった２株を植えたこ
とから始まり、今では約１万８千株が群生
するまでになっています。

羽山の里クマガイソウ祭り開園式
貴重な山野草が辺り一面に

　市内の小学校では、４月下旬から５月にかけて運動会が開催されました。写真は、４月28日に行われ
た杉田小学校大運動会の様子。晴天に恵まれたこの日、児童たちは家族や友人からたくさんの声援を受
け、練習の成果を十分に発揮していたようでした。

市内小学校で運動会
待ちに待った運動会！ドキドキ　ワクワク

①白組、紅組の応援団長によるエールの交
換　②親子で一緒に「ざくざくダンス」　
③５・６年生による綱引き　④１～３年生
による紅白リレー1 2 3

4
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ▶

油井幼稚園でイチゴ狩り
ハウスの中から溢れ出る歓声
　５月11日、毎年恒例となった油井幼稚園の園
児によるイチゴ狩りが、市内油井地区にあるマ
ルナカファームで行われました。イチゴ狩りを
行ったのは、油井幼稚園さくら組の園児25人。

「酸っぱくなくて、イチゴジュースみたい」と言
いながら、園児たちはハサミを手に自分たちで
イチゴを採り、甘く真っ赤に熟した「とちおと
め」をおいしそうに頬張っていました。

①盛り上がる音楽ステージ　②③アクティブパーク内でスケートボー
ドなどを楽しむ子どもたち　③大勢のお客さまでにぎわう飲食ブース

第20回 口太山山開き
初夏の一日を満喫
　うつくしま百名山の一つである口太山の山開き
が、針道振興会などの主催により５月13日に行わ
れました。20回の節目の開催となった今回の山開
きは、絶好の登山日和の中、約250人の登山者が登
頂しました。山頂では、雲海の上に浮かぶ安達太
良山を背景にイベントが行われたほか、下山後は
夏無沼キャンプ場でとん汁が振る舞われ、参加者
は初夏の一日を満喫していました。 ▲大勢の登山者でにぎわった山頂の様子

東北ジャム×あだたらチャンネルフェス
人で埋め尽くされたスカイピア
　５月１２日（土）、スカイピアあだたらで東日
本大震災復興支援音楽イベント『東北ＪＡＭ』が
開催され、全国から約３５００人の音楽ファン
が訪れました。当日は、スカイピアあだたらの
駐車場に特設の音楽ステージが設けられ、ハイ
スタンダードのＫＥＮ ＹＯＫＯＹＡＭＡ、ＮＡ
ＮＢＡ６９や福島県出身のサンボマスターらが
熱い演奏を繰り広げました。また同敷地内にあ
るスカイピアあだたらアクティブパーク内では、
12日と13日の２日間、「ADATARA CHANNEL 
FES」が同時開催され、スケートボードやクライ
ミングを楽しむ子ども達でにぎわったほか、隣
接するアリーナには飲食ブースが設けられ、市
内四蔵元のお酒や市内特産品の販売などが行わ
れました。

1

2 3 4
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久
く

納
のう

　愛
あい

心
み
ちゃん（渋川）

平成27年生まれ/3歳
父：寿さん　　母：裕香さん
愛心ちゃん3歳のお誕生日おめでとう♡お話がすご
く上手になってきたあいちゃん｡ 毎日､ みんなを笑
顔にしてくれてありがとう♪これからも､ お兄ちゃ
ん達と元気に大きく育ってネ♡大好きだよぉ～♡

菅
かん

野
の

　快
かい

斗
と
くん（若宮）

平成29年生まれ/1歳
父：侑弥さん　　母：裕実さん
毎日ご飯も沢山食べて沢山遊んで、これ
からもどんどん成長していくのが楽しみ
です♡いっぱい色んな所に遊びに行こう
ねー♡

草
くさ

野
の

　心
ここ

希
ね
ちゃん（岳温泉）

平成24年生まれ/6歳
母：仁美さん
6歳のお誕生日おめでとう。保育所生活
最後の1年ですね。お友達とたくさん思
い出を作って下さいね。毎日、笑顔あり
がとう。

小
こ

松
まつ

　柚
ゆ

心
こ
ちゃん（片岸）

平成26年生まれ/4歳
父：健悟さん　　母：友美さん
4歳のお誕生日おめでとう♡お手伝い大好
きで､ 自分からお手伝いしてくれてあり
がとう☆これからも弟と一緒に遊んでく
れる優しいお姉ちゃんでいてね♪

就学前のお子さんを誕生月にご紹介します。７月号に掲載を希望される方は、６月５日（火）までに写真とコメント（50字程
度）をお寄せください。 （秘書広報課秘書広報係）

わが家のアイドル 〜６月生まれのおともだち〜

中
なか

島
じま

　蒼
そう

汰
た
くん（田沢）

平成27年生まれ/3歳
父：和美さん　　母：沙耶香さん
３歳の誕生日おめでとう！元気いっぱいで
賑やかな蒼汰。いっぱい色んなことが出
来るようになったね！これからの成長がと
ても楽しみだよ！

月
つき

舘
だて

　結
ゆ

衣
い
ちゃん（表）

平成25年生まれ/5歳
父：司さん　　母：美紀さん
結衣ちゃん５歳のお誕生日おめでとう！
いつも明るくお茶目な結衣ちゃん♡すく
すく育ってみんなと仲良く過ごして
ね！！

塩
しお

澤
ざわ

　芽
め

依
い
ちゃん（木幡）

平成27年生まれ/3歳
父：駿昌さん　　母：華保理さん
めいちゃん３歳おめでとう☆いつも元気
でお歌とダンスが上手なめいちゃん！こ
れからも家族仲良く楽しく元気に過ごそ
うね♡

橋
はし

本
もと

　悠
ゆう

聖
せい
くん（渋川）

平成27年生まれ/3歳
父：和宏さん　　母：八千代さん
３歳のお誕生日おめでとう！日々男子パ
ワーが増していくゆうせいさん。〝ママだ・
い・す・き♡チュ″はいつまでしてくれるか
な？(笑)これからも健康・元気に育ってね。

阿
あ

部
べ

　彩
あや

禾
か
ちゃん（永田積内）

平成27年生まれ/3歳
父：芳徳さん　　母：八重子さん
３歳のお誕生日おめでとう。ユーモアたっぷ
りのかわいい女の子になったね♡家族みん
な、彩ちゃんが大好き。６月から幼稚園だね。
元気にいっぱいあそんで大きくなってね♡

教えてください！〝 我が家の戊辰戦争 ″
ご自宅などに戊辰戦争に関する文書、遺物などは眠っていませんか？
市では、そのような貴重な資料をお貸しいただき、可能であれば、歴
史資料館での特別展示・公開を考えています。
皆さまのご連絡をお待ちしています。

◎問い合わせ…文化課文化振興係☎（55）5154

雨の多い季節だね。
上手なカエルさんの合
唱をきいて、ぼくも歌
の練習しようかなぁ～
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地域 行事名等 日時（受付時間） 場　所 内　容 問い合わせ

二本松

親子
教室

0歳児
８日 （金曜）

９：45～10：45

子育て支援センター
（�二本松保健セン
ター内）

手作りおもちゃを作ろう

子育て支援センター
☎（２３）0415

1歳児 11：00～1２：00
2歳児 1２日、19日、２6日� （火曜） ９：45～10：45 父の日の製作をしよう�など

育児講座
５日※要予約 （火曜） ９：45～11：３0 親子でお料理≪15組限定≫
15日、２２日 （金曜） ９：45～1２：00 保護者のための活動�など

育児セミナー ２1日 （木曜） 1３：３0～14：３0 小児科医によるセミナー�など
通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0～16：00 年齢制限なし（保護者同伴）

安達

おひさまク
ラブ ７日、２1日、２8日 （木曜） 10：00～11：３0 安達保健福祉センター※２1日はふるさと村 ミニ運動会�など 健康増進課

☎（55）5110

あそびの
広場

７日（木）、２0日（水） 10：00～11：00 子育て支援センター
（あだち保育園内）

父の日のプレゼントを作ろう�など あだち保育園
☎（61）３２90通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0～1３：３0 年齢制限なし（保護者同伴）

まゆみ
ぷらす

５日、19日 （火曜） 10：３0～11：15

子育て支援センター
（�認定こども園まゆ
みぷらす内）

ひよっこクラブ

地域子育て支援セ
ンターぷらす
☎（２4）8３47

※�内容等詳細はお問
い合わせください。

５日（火）、２２日（金） 17：50～19：３0 こども食堂
７日、２1日 （木曜） 10：00～1２：00 栄養相談、身体測定
1３日 （水曜） 10：00～1２：00 料理教室
14日 （木曜） 10：00～1２：00 お誕生会
16日 (土曜) ９：00～1２：00 まゆみ学園乳児部運動会参加
19日 （火曜） 11：３0～1２：00 離乳食作り
３0日 （土曜） 15：３0～19：３0 センター開放day、夕涼み会
通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） 10：00～16：00 年齢制限なし（保護者同伴）

岩代

すくすく
広場

７日、14日、２1日 （木曜） 10：00～11：３0 子育て支援センター
（小浜保育所内）

粘土遊びをしよう�など 小浜保育所
☎（55）２1２4通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0～1３：３0 年齢制限なし（保護者同伴）

さくらっこ
広場

1３日、２7日 （水曜） 10：00～11：３0 子育て支援センター
（�いわしろさくらこ
ども園内）

七夕飾りを作ろう�など いわしろさくら
こども園
☎（57）２709通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0～1３：３0 年齢制限なし（保護者同伴）

東和

つくし
くらぶ ２0日 （水曜） 10：00～ 東和保健センター おはなしたまてばこさんによ

る「お話し会」
東和保健センター
☎（66）２499

わくわく
広場

19日
（火曜） 10：00～

東和保健センター 七夕飾りを作ろう
とうわこども園
☎（２4）81２5

５日 子育て支援センター
（とうわこども園内）

父の日のプレゼントを作ろう�

通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0～1３：３0 年齢制限なし（保護者同伴）

子育て支援センター合同親子交流会 28日(木) ９：３0～11：３0 二本松文化センター 運動遊び（未就学児と児童） 各支援センター

４カ月児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成３0年１月11日～
１月３1日生 ６月６日（水）安達保健福祉センター 1２：３0

～1３：00平成３0年２月１日～
２月19日生 ７月４日（水）

10カ月児健康診査
・��対象者は満10カ月を迎えた方です。（まだの方は、１歳前まで受診
できますので早めに受けましょう）

・��個別健診で実施していますので、問診票と「10カ月児健康診査のお
知らせ」（出生届出時に配布）をご覧になり、実施医療機関に予約の
上、受診してください。

１歳６カ月児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成２8年10月２7日～
11月18日生 ６月14日（木） 安達保健福祉センター

1２：00
～1３：２0

３歳児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成２7年１月９日～
１月２9日生 ６月1２日（火）安達保健福祉センター 1２：00

～1３：２0平成２7年１月３0日～
２月19日生 ６月２２日（金）二本松保健センター

離乳食ふれあい教室（★要予約）
　対　象　７カ月前後、１歳前後のお子さんと保護者
　日　時　下表のとおり
　内　容　離乳食つくりや親子遊びなどを実際に体験します。
　持参物　�母子健康手帳、おんぶひも、エプロン、三角巾またはバン

ダナ等、子ども用スプーン、子ども用ミルク・タオルなど
　※各回の定員等、詳しくはお問い合わせください。
期　日 場　所 受付時間 教室時間

６月７日（木） 二本松保健センター ９：00
～９：３0

９：３0
～1２：00６月19日（火） 岩代保健センター

７月10日（火） 安達保健福祉センター
随時相談（予約不要）
　場　所　安達保健福祉センター
　時　間　９：00～17：00（年末年始・土日祝日は除く）
２歳児健康相談（予約不要、二本松・安達会場のみ）

対象者 期　日 場　所 受付時間
平成２8年２月７日～

３月15日生 ６月５日（火） 安達保健福祉センター ９：00
～９：15平成２8年３月16日～

４月３0日生
６月1３日（水） 安達保健福祉センター
７月５日（木） 二本松保健センター

実施日 場　所 内　容 受付時間

６月４日（月）
二本松保健センター 歯科・保健相談

９：00
～11：00

安達保健福祉センター 保健相談
岩代保健センター 歯科・栄養・保健相談
道の駅ふくしま東和 栄養・保健相談

６月18日（月）
二本松保健センター 保健相談

９：00
～11：00

安達保健福祉センター 歯科・栄養・保健相談
岩代保健センター 保健相談
東和保健センター 歯科・保健相談

＊相談担当　保健相談…保健師　　　　栄養相談…栄養士
　　　　　　歯科相談…歯科衛生士　　

市民はどなたでも相談できます。
あらかじめ予約すると待ち時間が軽減できます。

乳幼児健診・健康相談
問い合わせ…
健康増進課保健係
☎（55）5110
二本松保健センター
☎（55）5108
岩代保健センター
☎（65）2820
東和保健センター
☎（66）2499

育児教室

乳幼児健康診査

乳幼児健康相談

定例健康相談

健 康 と
　 育 児 の
ひ ろ ば
　 育 児 の

健康増進課予防係☎（５５）５10９

※�乳幼児健康診査は「予約制」のため、事前に電話等でご予約ください。
※�集団（４カ月・１歳６カ月児・３歳児）健診では、歯科・保健相談
を行っています。歯科相談では希望があれば保護者の方の歯みが
き支援も行っています。
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二本松地域　福祉センター　６月  7日(木)10：00～15：00
安達地域　　安達公民館　　６月 1日（金）12：00～15：00

無　料
人権・行政
相談所

あ
な
た
の
住
宅
は
、
強
い
地
震

に
も
耐
え
ら
れ
ま
す
か

　

所
有
者
自
ら
居
住
す
る
住
宅
で

耐
震
診
断
を
希
望
す
る
場
合
、
診

断
す
る
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

募
集
戸
数　

５
戸
程
度（
先
着
順
）

対 

象
住
宅

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅

個 

人
負
担　

６
千
円
～
９
千
円

※
住
宅
の
規
模
に
よ
り
ま
す
。

※�

通
常
調
査
に
は
、
約
15
万
円
の

費
用
が
掛
か
り
ま
す
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
、
国
や
県
、
市
が

負
担
し
ま
す
。

成 

果
品　

耐
震
診
断
結
果
、
補
強

計
画
お
よ
び
住
宅
平
面
図

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係

　

☎（
55
）５
１
３
３

自
衛
官
募
集

畳のことなら
お任せください

狩 野 
店 畳 

替メニュー（税別）

二本松市原セ大畑250-1 TEL/FAX

■障子、アミ戸（欄間サイズ）　500円～
■ふすま（1枚）　　　　　　 2,600円～
■畳替え（1枚）　　　　　 　5,000円～

0243-23-7945
携 帯 090-4888-1032

ガラス修理、雨どい修理、ペアガラス設置、床修理、
クロス、カーテン、カビ対策アドバイス など

～絨毯（じゅうたん）の除菌もしております～
そ の 他

ホームページをどうぞご覧下さい。
URL http://www.satou-gumi.co.jp

住んでみませんか！
ご連絡お待ちしております。

▶▶ 入居キャンペーン中 ◀◀

低 家 賃 宣 言

株式
会社 佐藤組
二本松市表1丁目552 -7

TEL 22－8558

安心快適賃貸！

市役所
　二本松市金色４０３-１
　☎（２３）１１１１
安達支所
　二本松市油井字濡石１-２
　☎（２３）１２２１
岩代支所
　二本松市小浜字北月山２７
　☎（５５）２１１１
東和支所
　二本松市針道字蔵下２２
　☎（４６）２１１１
市ウェブサイトアドレス
　http://www.city.
      　　 nihonmatsu.lg.jp/

お
知
ら
せ

inform
ation

催

　し

市民課窓口日曜サービス（本庁のみ）／毎週日曜日の８：30〜12：00までです。

【６月】催事等のご案内　※入場料等、詳しくはお問い合わせください。

開催日 会　場 催事等の内容 開始時間 問い合わせ

３日
（日）

東和文化
センター

福寿流　　福寿舞踊会
チャリティー発表会 11：30 福寿舞踊会

☎090（2021）3278

８日
（金）

コンサー
トホール

フラダンスと津軽三味線
の集い 13：30 フラ愛好会プルメリ

ア・懸田☎（22）2941

10日
（日）

安達文化
ホール　

第１回
あだち歌と踊の祭典2018

10：00 松山
☎（52）2207

17日
（日）

二本松市福
祉センター

二本松歴史研究会講演会
『二本松戊辰戦争を語る』 10：00 事務局・安部

☎（23）6054

24日
（日）

安達文化
ホール　

十和音楽協会カラオケ大
会発表会 10：00 熊谷

☎（46）4114

29日
（金）

市民交流
センター にほんまつマルシェ 16：00 市民交流センター

☎（24）1215

募

　
　
　集

種　目 募集人員 資　格 受　付 試験日

航空
学生

海上約80名 女子若干名 海上：18歳以上23歳未満
航空：18歳以上21歳未満 ７/１

～
９/７

１次：９/17
２次：10/15〜21
３次：11/17〜12/20航空約70名 男女区分なし

一般曹
候補生

陸上・海上・航空男子

18歳以上27歳未満

１次：９/21〜23
２次：10/12〜17陸上・海上・航空女子

自衛官
候補生

陸上・海上・航空男子 随時 受付時にお知らせ陸上・海上・航空女子
※募集人員等、詳しくは下記までお問い合わせください。
◎問い合わせ…自衛隊福島募集案内所☎024（545）7995 または 市役所生活環境課・各支所地域振興課
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ヤマニ建設株式会社
YAMANI 〒964-0994 福島県二本松市南町225 TEL 0243-23-1409㈹ FAX 0243-23-1410

ホームページ http://www.yamani-1971.com/ E-mailアドレス info@yamani-1971.com

二本松市立とうわこども園

◆第32回福島県建築文化賞
　　　  優秀賞受賞
◆第36回東北建築賞
　　　作品賞受賞

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

募
集
案
内
は
６
月
４
日
よ
り
、

建
築
住
宅
課（
市
役
所
２
階
）、
各

支
所
産
業
建
設
課
ま
た
は
各
住
民

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
設
置
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

６
月
４
日（
月
）～
15
日（
金
）　

必
要
書
類
等

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
無
い

場
合
は
、
住
民
票
と
所
得
証
明

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

市
営
住
宅
の
駐
車
場
は
、
１
戸

当
た
り
原
則
１
台
で
す
。

定
住
促
進
住
宅

「
あ
だ
ち
団
地
」入
居
者
募
集

　

あ
だ
ち
団
地
は
安
達
駅
ま
で
徒

歩
15
分
。
小
・
中
学
校
に
近
く
、

商
業
施
設
も
徒
歩
圏
内
で
す
。

　

間
取
り
や
駐
車
場
も
広
い
た
め
、

共
働
き
世
帯
に
も
お
勧
め
で
す
。

間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ

駐
車
場　

複
数
台
契
約
も
可
能

募
集
期
間　

市
営
住
宅
と
同
じ

入
居
者
資
格

・
市
税
の
滞
納
が
無
い
方

・
暴
力
団
員
で
な
い
方

・�

二
本
松
市
内
に
定
住
す
る
意
思

の
あ
る
方
、
ま
た
は
現
に
同
居

し
、
も
し
く
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方

・�

政
令
月
収
が
10
万
４
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

方
必
要
書
類
等

　

住
民
票
・
所
得
証
明
書
・
入
居

申
込
書
・
納
税
証
明
書
・
印
鑑

※�

こ
の
他
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

に
よ
り
必
要
と
な
る
書
類
が
あ

り
ま
す
。

※�

入
居
申
込
書
、
納
税
証
明
書
の

用
紙
は
、
建
築
住
宅
課
ま
た
は

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。

家
賃
等（
月
額
）

①
住
宅
使
用
料

　
　

３
万
７
千
円（
定
額
）

②
駐
車
場
使
用
料

　

・
１
台
目
は
無
料

　

・�

２
台
目
か
ら
は
、
１
台
に
つ

き
３
２
４
０
円

※�

こ
の
他
、
団
地
組
合
に
よ
る
共

益
費
が
あ
り
ま
す
。

※�

市
営
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅
と

も
に
、
申
し
込
み
の
な
か
っ
た

住
宅
は
７
月
上
旬
に
随
時
募
集

を
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係

　

☎（
55
）５
１
３
３

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

『�

夏
の
星
空
講
座
』

子
ど
も
向
け
講
座

内　容

七夕と
火星の魅力

観望会

流れ星の
魅力

開催日時
18：30
〜
20：00
18：30
〜

18：30
〜
20：00

７/７
（土）

７/21
（土）

８/11
（土）

参
加
条
件　

　

小
中
学
生
で
親
子
同
伴

定　

員　

20
組

申
込
期
限

　

６
月
30
日（
土
）午
後
７
時

大
人
向
け
講
座

日　

時　

８
月
15
日（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

内　

容　
「
悲
し
き
星
の
物
語
」

参
加
条
件　

中
学
生
以
上

定　

員　

20
人

申
込
期
限

　

７
月
31
日（
火
）午
後
７
時

※�

両
講
座
と
も
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
で
、
受
講
料
は
無
料
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
24
）１
２
１
５

相続/遺言無料相談会
◇７月２日（月）午後６時～８時

◇二本松市勤労者研修センター２階（郭内北小隣り）

◎電話で佐藤までご予約ください。◎相続遺言に係る文書作成に関する
相談会です。　◎守秘義務を守りますので安心してご相談下さい。

行政書士  佐藤直人（☎23-5980　油井字前作171）
行政書士  石川晃雄（☎23-4460　原セ諏訪236）

相 続 サ ポ ー ト あ だ ち

岩代地域　旭公民館　６月�7日(木)10：00～12：00
東和地域　東和支所　6月�1日（金）10：00～12：00

無　料
人権・行政
相談所

教
室
・
講
座

現在の
居住地

居住地により
異なるもの

居住地に関係
なく必要なもの

市　内

・マイナンバー
※�通知カード持参の
場合は本人確認書
類が必要

※�平成29年１月１日
現在、市内に住所
が無かった方は所
得証明書が必要

・納税証明書
　（�住宅申し込
み用）

・印鑑
・源泉徴収票
・��その他各自の
事情により必
要な書類市　外 ・住民票

・所得証明書

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

お
得
な『
追
納
制
度
』と
は

　

保
険
料
免
除
に
は「
全
額
免
除
」

と「
４
分
の
３
免
除
」「
半
額
免
除
」

「
４
分
の
１
免
除
」（
一
部
免
除
）が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
免
除
期
間
は
、

年
金
受
給
の
た
め
の
資
格
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

募

　
　
　集

●

●

●

●

●

Ｊ
Ａ

ふ
く
し
ま
未
来

安
達
支
店

二本松市安達支所

保健センター

定住促進住宅
あだち団地

スーパー

油井
小学校

コンビニ〒
文

GS

４
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二本松市シルバー人材センター入会説明会
６月12日（火）　13：30〜15：00　  会場　二本松市シルバー人材センター（若宮2-69）☎（23）5099

平成30年度末までに追納する場合の保険料額
※（ ）内は加算額で内数

年　度 全額・学特
・猶予

３／４
免除 半額免除 １／４

免除

平成20年度（10年前） 15,170円
（760円）

11,380円
（570円）

7,580円
（380円）

3,790円
（190円）

平成21年度（９年前） 15,260円
（600円）

11,440円
（450円）

7,630円
（300円）

3,810円
（150円）

平成22年度（８年前） 15,520円
（420円）

11,640円
（320円）

7,760円
（210円）

3,880円
（110円）

平成23年度（７年前） 15,310円
（290円）

11,470円
（210円）

7,650円
（140円）

3,820円
（70円）

平成24年度（６年前） 15,160円
（180円）

11,360円
（130円）

7,580円
（90円）

3,780円
（40円）

平成25年度（５年前） 15,130円
（90円）

11,350円
（70円）

7,570円
（50円）

3,780円
（20円）

平成26年度（４年前） 15,280円
（30円）

11,460円
（20円）

7,640円
（10円）

3,820円
（10円）

平成27年度（３年前） 15,610円
（20円）

11,700円
（10円）

7,800円
（0円）

3,900円
（0円）

平成28年度（２年前） 16,260円 12,190円 8,130円 4,060円

平成29年度（１年前） 16,490円 12,370円 8,250円 4,120円

免除時期 免除種別 全額納付した場合を「１」としたとき、
反映される年金額の割合

平成21年
４月以降

全額免除 ２分の１
４分の３免除 ８分の５
半額免除 ８分の６
４分の１免除 ８分の７

平成21年
３月以前

全額免除 ３分の１
４分の３免除 ２分の１
半額免除 ３分の２
４分の１免除 ６分の５

※各免除期間の一部保険料を納付しないと、未納期間とされます。
※ 納付猶予や学生納付特例期間は、年金受給資格期間には反映されても、老齢基礎年金の年金額

には反映されません。

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

『
役
立
つ
安
全
水
泳
講
座
』

　

水
難
事
故
は
毎
年
各
地
で
起
き

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

慌
て
ず
落
ち
着
い
た
行
動
が
取
れ

る
よ
う
、
必
要
な
知
識
や
技
術
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

開
講
日　

７
月
７
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時

場　

所

　

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

受
講
料　

無
料

※
別
途
プ
ー
ル
入
場
料
は
必
要

対　

象　

高
校
生
以
上

募
集
定
員　

先
着
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

持
参
物

　

水
着
・
水
泳
帽
子
・
タ
オ
ル
等

申
込
開
始
日　

６
月
５
日（
火
）

申 

し
込
み
方
法　

プ
ー
ル
で
直
接

申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

　

☎（
24
）７
５
５
５

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

お
得
な『
追
納
制
度
』と
は

　

保
険
料
免
除
に
は「
全
額
免
除
」

と「
４
分
の
３
免
除
」「
半
額
免
除
」

「
４
分
の
１
免
除
」（
一
部
免
除
）が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
免
除
期
間
は
、

年
金
受
給
の
た
め
の
資
格
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
受
給
額
は
免
除
の
種
類
ご

と
に
減
額
さ
れ
ま
す（
左
上
の
表

の
と
お
り
）。

追
納
は
10
年
以
内
に

　

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
期
間
や

納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

に
よ
り
保
険
料
を
納
付（
追
納
）し

て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
年
度
以
上
経
過
し
た
期
間
分

を
追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保

険
料
月
額
に
、
経
過
期
間
に
応
じ

て
決
め
ら
れ
た
金
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
ま
た
追
納
は
、
古
い
期
間

か
ら
順
次
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

※ 

追
納
制
度
の
利
用
に
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

東
北
福
島
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
１
４
１

福島県男女共生センター４階に移転しました！

火曜日

弁 護 士
司法書士

弁 護 士
税 理 士
建 築 士

土地家屋調査士
弁護士

弁 護 士
行政書士
社会福祉士
社会保険労務士

職員による
情報提供

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

法テラス二本松
弁護士、各種専門家による相談を無料で受けることができます。

二本松市郭内１-196-1　福島県男女共生センター４階
【お問い合わせ】 ☎0503381-3803（９時～17時）

≪ご予約・お問い合わせ≫
☎0243-48-2026
大玉村玉井字前ヶ岳国有林7林班に13小班

宴会…15名様以上　
宿泊…少人数でも

無料送迎≪ご予約・お問い合わせ≫
二本松市の温泉等
利用券が
使えます！

1泊2食付で大人 ７,６５０円
（1室3名以上・入湯税込）

　　　　　　
・入浴　AM9:00～PM8:00　大人400円
・休憩　AM9:00～PM4:00　大人950円(大広間)
・宿泊　PM3:00～翌日AM10:00

営業時間

改修工事のため８月31日で営業を終
了し、平成31年４月にリニューアル
オープンの予定です。引き続きご愛
顧賜りますようお願い致します。



26広報にほんまつ　2018.6

年
金
の
予
約
相
談
を

　
　
　実
施
し
て
い
ま
す

　

東
北
福
島
年
金
事
務
所
で
は
、

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
事
前
に
ご
予
約
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
待
ち
時
間

の
短
縮
、
ス
ム
ー
ズ
な
年
金
相
談

が
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
の
お
申
し
込
み
方
法

　

予
約
は
、
相
談
希
望
日
の
１
カ

月
前
か
ら
前
日
ま
で
の
間
、「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
予
約
の
際
は
、
基
礎

年
金
番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
を
お
手
元
に
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

予
約
相
談
の
実
施
時
間
帯

・
月
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

・
火
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

・
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時　

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

　

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

東
北
福
島
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
１
４
１

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

福
島『
年
金
出
張
相
談
会
』

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
、

年
金
は
生
活
の
礎
と
な
る
も
の
で

す
。
財
政
的
な
安
心
を
得
て
い
た

だ
く
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
無
料

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

６
月
22
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

年
金
給
付
の
請
求
手
続

き
の
受
け
付
け
や
年
金
相
談
な
ど

費　

用　

無
料

相 

談
員　
「
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
福
島
」相
談
員
２
名

持
参
物

・�

年
金
手
帳
や
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
た
お
便
り

・�

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

※�

顔
写
真
が
無
い
も
の
は
、
２
点
必

要
と
な
り
ま
す
。

相
談
方
法
等

　

相
談
受
け
付
け
は
、
当
日
会
場

で
行
い
ま
す
が
、
事
前
に
予
約
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

☎
０
２
４（
５
２
６
）２
２
７
０

平
成
30
年
度
の

下
水
道
受
益
者
負
担
金

　

今
年
度
の
下
水
道
受
益
者
負
担

金
の
納
入
通
知
書
ま
た
は
口
座
振

替
通
知
書
を
、
６
月
上
旬
に
対
象

者
へ
送
付
し
ま
す
。

第
１
期
の
納
入
期
間

・
納
入
通
知
書
の
場
合

　
　

６
月
１
日（
金
）

�

〜
７
月
２
日（
月
）

・
口
座
振
替
の
場
合

　
　

振
替
日　

６
月
11
日（
月
）

※
納
期
内
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
の
方
は
、
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
ご
希
望
の
方
は
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
宅
の
生
活
排
水
の
行
き
先

を
ご
存
知
で
す
か

　

単
独
浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
槽

の
場
合
、
お
風
呂
、
流
し
台
、
洗

面
所
の
水
は
そ
の
ま
ま
側
溝
へ
流

れ
、
臭
い
や
ボ
ウ
フ
ラ
発
生
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区

域
で
は
、
下
水
道
に
接
続
し
て
く

だ
さ
い
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

区
域
で
は
、
合
併
浄
化
槽
に
入
れ

替
え
す
る
こ
と
で
、
水
環
境
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

下
水
道
課
下
水
道
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
３
８

暮

　ら

　し

労
働
保
健
の
年
度
更
新

　

事
業
主
の
方
は
左
記
期
限
ま
で

に
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、

労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局

に
て
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

年
度
更
新
期
限

　

７
月
10
日（
火
）

そ 

の
他　

労
働
保
険
の
年
度
更
新

は
電
子
申
請
を
、
労
働
保
険
料

等
の
納
付
は
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ･･･

　
 

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室

　

☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
７

4 土

ペット葬祭・ペット霊園・ドッグランペット葬祭・ペット霊園・ドッグラン

メモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパーク

東山霊園入り口手前 500m

お気軽に
ご見学ください

TEL 024（965）1870
http://www.ale.ne.jp/̃memorial-petpark　メールアドレス memorial-petpark＠ale.ne.jp

メモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパーク

か 9：00～17：00　〒963-0722 郡山市田村町小川字戸ノ内216-1

年

　
　
　金

下

　
　
　水
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県
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　

県
政
に
関
す
る
相
談
や
要
望
、

ま
た
は
県
民
生
活
に
関
す
る
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相 

談
場
所

　

福
島
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

ま
た
は
各
合
同
庁
舎
内
県
政
相
談

コ
ー
ナ
ー

相 

談
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
午
前
９
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
４
時

県
政
相
談
専
用
電
話

　

次
の
い
ず
れ
か
の
電
話
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０（
８
９
９
）７
２
１

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
０
１
７

交
通
事
故
相
談
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
請
求
や
示
談
の
仕
方

な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

相
談
場
所

　

福
島
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）４
２
８
１

相
談
時
間　

県
政
相
談
と
同
じ

そ 

の
他　

県
内
の
合
同
庁
舎
で
巡

回
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
島
県
県
民
公
聴
室

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
０
１
３

多
重
債
務
の
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、

借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金

問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
解
決

で
き
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相
談
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相 

談
窓
口　

財
務
省
福
島
財
務
事

務
所　

理
財
課

受
付
時
間（
平
日
）

・
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

☎
０
２
４（
５
３
３
）０
０
６
４

　
　
（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）

金
融
や
国
の
財
政
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た『
出
前
講
座
』

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、

小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に

向
け
、
金
融
や
国
の
財
政
な
ど
を

テ
ー
マ
に
出
前
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
費
用
は
一
切
掛
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
総
務
課

　

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
３
０
１

そ

　の

　他

二
本
松
図
書
館
に
創
業
応
援

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

　

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
に
向
け

て
、
二
本
松
図
書
館
に「
創
業
応

援
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

創
業
に
役
立
つ
書
籍
・
情
報
誌

等
の
貸
し
出
し
を
行
っ
た
り
、
市
内

金
融
機
関
等
と
連
携
し
、
各
機
関
が

実
施
す
る
創
業
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
情
報
・
創
業
の
手
引
き
等
を
自

由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

創
業
を
お
考
え
の
方
や
創
業
に

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
二
本
松

図
書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ･･･

　

商
工
課
商
工
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
２
０

二
本
松
城
跡
第
27
次
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

歴
史
あ
る
二
本
松
の
シ
ン
ボ
ル

「
二
本
松
城
跡
」の
当
時
の
姿
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
市
教
育
委
員

会
で
は
５
月
下
旬
か
ら
調
査
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
現
在
丹
羽
霊
祠
殿

の
あ
る
本
宮
館
平
場
を
調
査
し
て

お
り
、
こ
の
平
場
の
性
格
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
は
、
６
月
下
旬
ま
で
の
予

定
で
す
。
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

文
化
課
文
化
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
５
４

▲発掘調査の作業風景

※ＦⅠ、ＦⅡ開催情報はあだたらホームページでご確認ください

2018年６月オートレース開催日程

１～４ 伊勢崎オート
１～４川口オート

５～７飯塚オート
8 ～11 伊勢崎オート
9 ～12 川口オート

13～17 ウィナーズカップＧⅡ（浜松）
18～20 山陽オート
21～24 川口オート

27～7/1 ムーンライト チャンピオンカップＧⅠ（伊勢崎）

23～26 飯塚オート

2018年６月 競輪開催日程

ＧⅠ（岸和田）高松宮記念杯14～17
㈭ 　㈰

0243-53-2267☎

●競輪場外車券売場

サテライトあだたら

入場ポイント２倍！
５と０の付く日は

詳しくはサテライトあだたらホームページ♪

③

① 月曜・水曜・金曜
　  ナイター未確定車券3,000円分で
　 景品プレゼント
② 水曜・日曜 ウェルカムドリンク

お得情報

オートレース初心者講習会
随時開催

オートレース初心者講習会
随時開催

［GⅢ］（取手）
7～10
㈭　㈰

国際トラック支援
［GⅢ］

23～26
㈯　㈫

久留米記念
［GⅢ］
宇都宮記念28～7/1

㈭　㈰
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全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
出
場
選

手
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
に
、
市

で
は
全
国
大
会
等
出
場
選
手
へ
激

励
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
大
会

・ 

日
本
体
育
協
会
、
ま
た
は
そ
の

加
盟
団
体
で
選
抜
さ
れ
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
国
際
大

会
・ 

日
本
体
育
協
会
ま
た
は
そ
の
加

盟
団
体
が
主
催
し
、
各
県
・
地

方
代
表
の
選
手
・
チ
ー
ム
に
よ

り
競
わ
れ
る
全
国
大
会（
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
東
北
大
会
も

含
む
）

※ 

交
流
大
会
、
強
化
大
会
、
予
選

会
・
選
考
会
が
な
い
大
会
は
除

き
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

二
本
松
市
に
住
所
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
国
民
体
育
大
会
等
に
お
い

て
本
市
出
身
で
本
県
選
手
と
し
て

登
録
さ
れ
た
方

※ 

団
体
競
技
に
限
り
、
市
内
の
学

校
在
籍
者
、
ま
た
は
市
内
の
事

業
所
の
勤
務
者
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
も
該
当
し
ま
す
。

※ 

全
国
大
会
・
東
北
大
会
は
福
島

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
方
に

限
り
ま
す
。
県
外
の
代
表
の
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

監
督
・
コ
ー
チ
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
は
交
付
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん（
選
手
を
兼
ね
る
場

合
は
対
象
）。

交 

付
額　

市
と
体
育
協
会
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す（
カ
ッ
コ
内
は
体

育
協
会
の
交
付
額
）。

国
際
大
会　

５
万
円（
１
万
円
）

全
国
大
会　

１
万
円（
５
千
円
）

東
北
大
会　

５
千
円（
３
千
円
）

※ 

東
北
大
会
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
み
。

※
団
体
競
技
は
上
限
10
人
ま
で
。

申
請
方
法

　

対
象
大
会
の
２
週
間
前
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課（
二
本
松
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

原
則
と
し
て
、
大
会
終
了
後
の
申

請
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
様
式
や

添
付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

☎（
62
）７
０
６
７

そ

　の

　他

厚生労働大臣許可 有料職業紹介事業07-ユ-300181

③  飲料水（水道水）の
放射性物質モニタ
リング検査結果

② 自家消費用農産物の放射性物質測定結果（市独自）
　市放射性物質測定センターなどで測定した作物のうち、特に検査数の多かった４種類の作物の
測定結果です。この測定結果は、放射性物質を市独自に測定した数値であり、出荷あるいは販
売等の目安となる数値ではありません。（測定年月日：平成30年4月2日～27日・単位：Bq/kg）

　水道・簡易水道では
週に１回の放射性物質
モニタリング検査を行っ
ています。平成30年５
月９日採水分までの検
査結果において、放射
性物質は未検出（検出
限界値以下）でした。
※ ゲルマニウム半導体

検出器の検出限界値
はおおむね１Bqと
なっています。

◎問い合わせ�
①  除染推進課調査推

進係☎（22）1580
②  市放射性物質測定

センター
　 ☎（55）5160
③ 水道課水道業務係
　 ☎（55）5137

（測定日：４月10日）

品名 測定
件数

不検
出数 検出数 基準値超数

（100Bq/kg）
セシウム

最小値 最大値
タケノコ 111件 70件 41件 6件 21.00 156.00
ワラビ 29件 23件 6件 0件 20.00 89.00

タラノメ 23件 11件 12件 5件 20.00 410.00
タケノコ（茹で） 18件 14件 4件 0件 20.00 35.00

測定地点 H30 H29
二本松市役所 0.15 0.16
二本松住民センター 0.11 0.12
塩沢住民センター 0.08 0.10
岳下住民センター 0.13 0.15
杉田住民センター 0.12 0.15
石井住民センター 0.10 0.11
大平住民センター 0.14 0.19

測定地点 H30 H29
あだたら体育館 0.07 0.08
安達支所 0.08 0.09
渋川住民センター 0.12 0.15
上川崎住民センター 0.17 0.19
下川崎住民センター 0.14 0.17
岩代支所 0.12 0.14
新殿住民センター 0.11 0.12
旭住民センター 0.10 0.12

測定地点 H30 H29
田沢集会所 0.08 0.09
田沢（曲山集会所） 0.13 0.14
初森（初森老人憩いの家）0.10 0.11
東和支所 0.11 0.13
木幡住民センター 0.10 0.12
太田住民センター 0.10 0.12
戸沢住民センター 0.13 0.15
戸沢（熊野谷集会所）0.12 0.13

① 市内の環境放射線量測定値

※ 左表はセシウムの合計値（セシウム134＋
セシウム137）のみの公表となっています。

※ 検出限界値は、測定物の重量や密度
により測定物毎に異なります。検出限
界値未満のものを不検出としています。

※ 基準値（100Bq/kg）を超えたタケノコ6件、
タラノメ5件は自家消費用であり、流通し
ていません。なお二本松市産のタケノ
コ・タラノメは出荷が制限されています。

学研わくわく教室 ☎22-6817 または　090‒6620‒7380

学研教室

★教室検索画面で、
　わくわく教室の詳細が見られます。

検索 ➡

学研教室は教科書に一番近い学習塾です！

卓球の張本くんも通っている学研教室で
英語１教科から始めてみませんか？

小５・６年生〈中英入門〉
⇒水曜日（１時間）

中学生〈英語コース〉
⇒火・木・金曜日のうちの週１回

チョレイ
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『わかって下さい』
藤田 宜永/著（新潮社）
恋は、遠い日の花火なんか
じゃない。いつだってそこに
あるもの。直木賞作家による
珠玉の恋愛短篇集。

『おべんとうしろくま』
柴田 ケイコ/作（PHP研究所）
くいしんぼうの しろくまは
思った。「おべんとうの中に
入ったら、どんなかんじか
な？」想像しただけで、よだ
れがでちゃう！

５月の
市内商品価格

（お買い物の目安に）

◎問い合わせ�
　生活環境課市民生活係
　☎（55）5102

◎問い合わせ�安達地方広域行政組合　消防本部・北消防署☎（22）1211

図書館だより
今月は二本松図書館の新着本をご紹介します。

品　目 規　格 今月調査
平均価格（円）

3月調査
平均価格（円）

対3月比
（％）

塩さけ 甘塩切身100g 169 177 ▲ 4.5
キャベツ １kg 178 365 ▲ 51.2

豚肉 もも肉中100g 187 157 19.1
鶏卵 Mサイズ１パック10個入り 187 192 ▲ 2.6
みそ 赤みそ１kg 345 294 17.3
砂糖 上白糖ポリ袋１kg入り 224 220 1.8
灯油 白灯油18L（配達） 1,624 1,654 ▲ 1.8
LPG 家庭用10m3使用価格 7,852 7,994 ▲ 1.7

二本松図書館　☎（23）5082
休 館日　６月４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）、
　　　　30日（土）
おはなしのへや
　日　時　６月２日（土）　11：00～11：30
　場　所　二本松図書館
　内　容　ケロケロ♪カエルのえほん
　※おはなしボランティア募集中！

岩代図書館　☎（55）3255
休 館日　６月４日（月）～18日（月）特別整理休館
　　　　25日（月）、30日（土）
おはなし会
　日　時　６月16日（土）　10：00～11：00
　場　所　旭公民館
　内　容　ゲーム、おはなし、つくってあそぼう など
　※対象は幼児から小学生ですが、ご家族皆さんでお楽しみください。

消費生活に関するさまざまなトラブルに対して、市では
専門の相談員を配置し、解決のためのサポートを行なっ
ています。お気軽にご相談ください。
相 談 日　月曜から金曜（祝日および年末年始は除く）
相談場所　市役所本庁１階（生活環境課前）
受付時間　午前の部：９：00～12：00
　　　　　午後の部：13：00～15：00

消費生活
　　センター
◎問い合わせ�
　消費生活センター
　☎（24）7200

風水害から身を守ろう！
毎年台風や大雨により、多くの被害が発生して
います。いざというときのために、次の４つの
ポイントを覚えておきましょう。

 １．普段から避難場所や危険区域を確認しておきましょう。
　２．ラジオやテレビなどで、気象情報や災害情報に注意しましょう。
　３． 危険を感じたら、声を掛け合って自主的に避難

しましょう。
　４．非常時の持ち出し品を準備しておきましょう。
　　  （ 携帯ラジオ、懐中電灯、常用医薬品、飲料水、食料

など）

Nihonmatsu City Public Library
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◎問い合わせ�岩代公民館☎(55)2260

04　暑い夏がやってくる！

　　 岩代地域市営プール オープン

岩代地域には、市営プールが４カ所あります。夏休み中の子どもた
ちはもちろん、大人の方も体力づくりやリフレッシュのためにご利
用ください。

期　間　６月20日（水）～９月10日（月）
場　所
　・小浜プール（小浜字藤町201）
　・新殿プール（西新殿字柿平10）
　・旭プール（田沢字鳥上55）
　・杉沢プール（杉沢字江戸内140-1）
　　　　　　　　　　利用時間
　　　　　　　　　　　１回目　10：00～12：00
　　　　　　　　　　　２回目　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　３回目　15：30～17：30

今回で７回目となる「Welcome 二本松 de 婚活」。これまでの開催で、何組ものカップルが誕生しています。
運命の赤い糸を探しに出かけてみませんか。

　日　時　７月21日（土）　９：30 ～ 17：00
　会　場　二本松御苑 ほか
　内　容　 集合（二本松御苑） ⇒ 参加者紹介＆トークタイム ⇒ ランチ

タイム（ビュッフェスタイル） ⇒ 見学ツアー（檜物屋酒造店、
歴史資料館、霞ヶ城公園） ⇒ フリータイム ⇒ ミニゲーム ⇒ 
マッチング発表

　　　　　※車でお越しの場合は、二本松御苑駐車場をご利用ください。
　　　　　※JR利用の方は、バスで会場まで送迎します。
　定　員　男性20人、女性20人
　参加資格　男性は30歳から49歳、女性は28歳から49歳の独身男女
　　　　　　※男性は市内在住・在勤者に限ります。また男性は、事前セミナーの受講が必要です。
　参加費　男性7,000円（事前セミナー受講料込み）、女性3,000円
　募集期間　６月１日（金）～６月29日（金）
　男性事前セミナー　「女性との話し方・接し方セミナー」
　　　　　　　　　　７月11日（水）　19：00～（あだたら商工会にて１時間程度）
　その他　 申し込み方法等、詳しくはあだたら商工会または二本松商工会議所のホームページをご覧いただ

くか、下記までお問い合わせください。
◎問い合わせ・申し込み…あだたら商工会☎（23）5854

利用料金 １回料金 回数券
（６回分）

大人 100円 500円

高校生 50円 250円

子ども 30円 150円

03　第7回 Welcome　二本松 de 婚活

　　 運命の赤い糸を探しに
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二本松市出身の世界的歴史学者である朝河貫一博士が、今年８月で没後70年を迎えるに当たり、シンポジ
ウムが開催されます。この機会に、ぜひ朝河博士の功績の一端に触れてみてはいかがでしょうか。
当日は、二本松市より会場までの送迎バスを運行しますので、バスでの参加を希望する方は、下記申し込
み方法によりお申し込みください。

　日　時　７月23日（月）　13：20 ～ 16：30
　場　所　郡山市民文化センター
　参加費　無料
　内　容　下記の方々による基調講演や討論が行われます。
　　　　　　イェール大学歴史学教授　ダニエル・ボツマン 氏
　　　　　　横浜市立大学名誉教授　矢吹　晋 氏
　　　　　　早稲田大学文学学術院教授　甚野　尚志 氏
　　　　　　敬愛大学教授　増井　由紀美 氏
　　　　　　千葉商科大学　宮崎　緑 氏
　申し込み方法　 バスでの参加を希望する方は、文化課または各公民館に備え付けの参加者募集要項にあ

る申込書に必要事項を記入の上、文化課または市内各公民館へお申し込みください。
◎問い合わせ…文化課文化振興係☎（55）5154

絵本の面白さや楽しさを感じてもらうため、市内で活躍している読書ボランティア団体が集まり、絵本の
読み聞かせや絵本の紹介などさまざまな催しを開きます。移動図書館「まつかぜ号」がやってくる他、お気
に入りの図書を見つけ借りることもできます。子どもから大人までとりこにする、すてきな絵本の世界へ
ぜひ遊びに来てください。

　日　時　７月８日（日）　10：00 ～ 12：00
　場　所　二本松図書館
　参加費　無料
　　　　　※事前の申し込みは必要ありません。
　協力団体 （敬称略）　児童図書研究グループ「トトロ」、川崎

小おはなし紙ふうせん、三島の里民話の会、岩代
図書館ボランティアおはなしタンポポ、おはなし
玉手箱、東和小学校どんぐり教室ボランティア

　イベント 内容　おはなし会（エプロンシアター、パネルシアター）、工作コーナー（短冊・七夕飾り、お
もちゃ作り）、寝相アート（お子さんの写真撮影ができます）、えほん回収コーナー（家庭に眠っ
ている不要となった絵本をお持ちください。市内保育園や幼稚園、子育て支援センターなどで
活用させていただきます。）

◎問い合わせ…生涯学習課生涯学習係☎(62)7066

02　えほんフェスティバル

　　 すてきな絵本の世界へ

朝河貫一博士 没後70年顕彰事業
〜 シンポジウム IN 郡山 〜
朝河貫一博士からのメッセージ

01

▲昨年のフェスティバルの様子
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ＮＨＫ福島放送局と二本松市では、「民謡魂 ふるさとの唄」の公開収録を実施します。
全国各地に脈々と息づく唄や郷土芸能の数々を掘り起こし、ふるさとの“知られざる魅力”を再発見します。
観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

　日　時　７月８日（日）　18：00 開演（17：00 開場）　19：30 終演予定

　会　場　二本松市民会館

　主　催　ＮＨＫ福島放送局、二本松市

　出　演　司会 ： 城島茂（ＴＯＫＩＯ） 、 塩屋紀克アナウンサー
　　　　　　唄 ： 原田直之
　　　　　　※その他、多彩なゲストが登場します。

　観覧申込　入場無料ですが、事前のお申し込みが必要です。
　　　　　　郵便往復はがき（私製を除く）の
　　　　　　「往信用裏面」　郵便番号・住所・名前・電話番号
　　　　　　「返信用表面」　郵便番号・住所・名前
　　　　　　を明記してお申し込みください。
　　　　　　（記入に不備があった場合は、無効となります。）

　宛　先　〒964-8601　二本松市金色４０３番地１
　　　　　二本松市企画財政課ＮＨＫ「民謡魂」係

　締め切り　６月12日（火）＜必着＞
　　※ 応募多数の場合は抽選の上、当選の方には入場整理券（１枚で２人入場可）を、落選の方には、落選

通知を６月22日頃に発送する予定です。
　　※未就学児の入場はお断りします。
　　※ インターネット売買サイト等での転売を目的としたお申し込みは固くお断りします。なお、転買を

目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。
　　※ ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させ

ていただくことがあります。

　放送予定　８月４日（土）15：05 ～ 15：49　NHK総合テレビ（全国）

06　ＮＨＫ公開収録観覧募集

　　 ｢民謡魂 ふるさとの唄｣公開収録

　　　　　◎問い合わせ�ＮＨＫ福島放送局☎024(526)4660(平日９：30〜18：00)
　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://nhk.jp/fukushima
　　　　　　　　　　　　または企画財政課企画調整係☎(55)5090

〈往信用表面〉 〈返信用表面〉〈返信用裏面〉 〈往信用裏面〉

〒964-8601
二
本
松
市
金
色
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〇
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Ｎ
Ｈ
Ｋ「
民
謡
魂
」係

何も書かな
いでくださ
い。

ご自分の
①郵便番号
②住所
③名前

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

〒□□□－□□□□

司会を務める人気アイドルグループ
TOKIOのリーダー・城島茂さん
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毎年恒例となった、東和文化センターで行う納涼寄席。今年は、新作落語を得意とし、聞くもの全てを爆
笑の渦に巻き込む落語家・三遊亭白鳥師匠と、爆笑王・初代林家三平の遺伝子を受け継ぎ、笑点でもお馴
染みの林家三平師匠が出演します。
テレビでは味わえない抱腹絶倒のライブでの落語を、この機会にぜひお楽しみください。

日　時　７月29日（日）
　　　　　開場：14：30～　　　開演：15：00～

会　場　東和文化センター

出演者　三遊亭白鳥、林家三平(落語)、宮田陽・昇（漫才）

入場料金　前売り券：２，０００円【全席指定】
　　　　　当 日 券 ：２，５００円

入場券販売開始日　６月12日（火）
　※前売りで完売した場合は、当日券の販売はありません。
　※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。

入場券発売所　東和文化センター、二本松文化センター、
　　　　　　　安達公民館、岩代公民館、文化課（市役所３階）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ…東和文化センター☎（46）4111

05　東和文化センター自主事業

　　 二本松納涼寄席「三遊亭白鳥・林家三平　落語会」

主に新作落語を中心に活動している三
遊亭白鳥師匠だが、最近は新作落語の
他に、「火焔太鼓」を元にした「火炎太鼓」
や、「寿限無」を元にした「スーパー寿限
無」、「初天神」を元にした「ハイパー初
天神」といった自称『白鳥古典』を展開し
ている。

テレビ番組「笑点」の大喜利メンバーと
してもおなじみの林家三平師匠は、昭
和の爆笑王と言われた父・林家三平の
名を襲名。英語が得意で、シンガポー
ルで英語落語を実施したほか、2006年
と2007年には、中国で中国語落語を公
演している。
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暮らしの情報
Information on living

ごみ収集

休日当番医

休日歯科当番医

今月の表紙 

受付時間
9：00〜11：30/14：00〜16：30

受付時間
10：00〜11：30/13：00〜15：30

献血
〜400ml献血にご協力ください〜

今月は、祝日等による
ごみ収集の休みはありません。
※ ごみを出すときは、決められたごみ収集所

に、きちんと分別して出しましょう。
　　◎問い合わせ�
　　　もとみやクリーンセンター☎（33）5499
　　　生活環境課環境衛生係☎（55）5103

・急な場合を除いて、できるだけ時間に余裕を持って受診願います。
・小印は、小児科当番医療機関
・当番医が変更になる場合がありますのでご注意ください。

休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を目的に開
設しています。緊急を要しない場合や高度な治療を必要とする場合
は、通常の開業時間に受診ください。なお、当番医が変更になる場
合がありますのでご注意ください。 　献血の際は、献血カード、献血手帳または

本人確認のできる証明書（運転免許証・健康
保険証）等をご持参ください。

期日 実施時間 場所 地域

４日
（月）

９:00〜10:30 福島県農業共済組合
安達支所 二本松

16:30〜17:30 JAふくしま未来安達支店
安達

11日
（月）

９:00〜10:30 ㈲昭和自動車整備工場

16:00〜17:30 ㈱マルコ物流 二本松

19日
（火）

９:00〜10:30 高橋電機㈱ 安達
12:00〜13:30 ㈱礒野製作所 二本松工場 二本松

※会場の都合により実施時間を変更する場合あり。
※駐車場に限りがある場合あり。

◎問い合わせ�健康増進課予防係
　　　　　　　　　　　　☎（55）5109

晴天に恵まれた杉田小学校大運動会。取
材依頼に学校を訪れると、校長先生から

「表紙になるんだよね？」と冗談交りのプ
レッシャーを掛けられました。良い写真
が撮れるか不安に思いながらも、子ども
たちの元気いっぱいの表情に助けられ、
何とか表紙写真を撮ることができました。

6月 3日（日） 土 川 内 科 小 児 科 小 槻 木 ☎（22）6688

（ 医 ）辰 星 会　 枡 病 院 本 町 ☎（22）2828

い し わ た ク リ ニ ッ ク 本 宮 市 荒 井 ☎（63）2826

 10日（日）（ 医 ）森 小 児 科 医 院 小 郭 内 ☎（22）3215

さ く ら ク リ ニ ッ ク 藤 之 前 ☎（62）3931

（ 医 ）渡 辺 ク リ ニ ッ ク 本 宮 市 高 木 ☎（34）3311

 17日（日） JCHO二 本 松 病 院 成 田 町 ☎（23）1231

二本松ウイメンズクリニック 亀 谷 ☎（24）1322

（医）上遠野内科医院小 本宮市本宮字荒町 ☎（33）5866

 24日（日） 佐久間内科小児科医院 本 町 ☎（22）0570

整形外科リウマチ科 小林医院 根 崎 ☎（22）0682

池 田 眼 科 医 院 本宮市本宮字仲町 ☎（34）4100

7月 1日（日） みうら内科クリニック 羽 石 ☎（22）5512

し ん い ち 内 科 油 井 ☎（24）8420

吉 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 本宮市本宮字万世 ☎（34）1330

 6月 3日（日） 岩 本 歯 科 医 院 本 町 ☎（22）0033

 10日（日） 安 齋 歯 科 医 院 東 町 ☎（22）0724

 17日（日） 安 田 歯 科 医 院 市 海 道 ☎（23）0642

 24日（日） 金 子 歯 科 郭 内 ☎（22）4356

7月 1日（日） デンティスト　ワタナベ 若 宮 ☎（22）0612

水道修繕当番

二本松・安達地域　オオナミ㈱　　☎（23）3003
岩代地域　　　㈲佐藤設備工業　☎（55）2152
東和地域　　　㈲キマル設備　　☎（46）3511

納税　納期限：７月２日

市民税および県民税　（１期）
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写真左から、大石さん（入社２年目）、
中川さん（入社４年目）、菅野さん（入社12年目）、
鈴木さん（入社３年目）
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　企業が変える
　　　二本松が変わる

会社を知る
COMPANY

人を知る
PERSON

仕事を知る
BUSINESS

■所在地
　二本松市平石高田4丁目286番地
■従業員数　81人（福島事業所）
■ 業種　農薬製造、物流業務
■プロフィール
　当社は福島県、茨城県、大阪府、佐賀
県に拠点があり、当事業所は1983年に埼
玉県戸田市から日本農薬株式会社福島工
場として二本松市に移転し、操業を開始
しました。その後、2002年に日本農薬株
式会社より分社化して｢株式会社ニチ
ノーサービス福島事業所｣となりました。
現在は“これからの食とくらしのために”
を 企 業 の 使 命 と し て、 ス ロ ー ガ ン に

「ENDLESS　CHALLENGE」を掲げ、農
薬製造でひときわ輝き、技術とサービス
を絶え間なく追及し、社員とともに成長
することを決意しています。
　また近年は、敷地内野球グラウンドを
地域の皆さまにご利用いただき、交流を
図っています。

　当社は、おのおの特色ある農薬製
品の生産を行っています。福島事業
所では主に乳・液剤、水和剤、粒剤、
ゾル剤などの農薬製品を製造してお
り、優れた品質管理と環境にやさし
い事業活動の下、高品質な技術とサー
ビスにより、国内外のお客さまにご
満足いただける製品の提供と「食と緑
を守る」企業を追求し、世界に貢献で
きるように努めています。

■社員の声
大石さん
　 　製品やその原料の分析および

合否判定を行っており、品質安
全を心掛けて日々農薬のことや
工場現場のことを学んでいます。

中川さん
　 　私は総務部で経理・財務業務

に携わっており、会社の支えと
なるよう日々励んでいます。

菅野さん
　 　良い製品を効率良く製造出来

る様、日々改善を進めています。
大変な部分もありますが、やり
がいを感じながら仕事出来る良
い職場です。

鈴木さん
　 　私は製造現場で安全と品質を

第一に考えながら生産に励んで
います。

株式会社二チノーサービス

福島事業所で生産している代表的な
製品をご紹介します。

二本松警察署からのお知らせ
犯罪発生状況（平成30年１月〜４月）

二本松
地区

安達
地区

岩代
地区

東和
地区 合　計 前年

対比
侵
入
盗

空き巣
出店荒し −１
その他 ２（１）２（１） １（１）５（３） １

非
侵
入
盗

万引き １ 11（２） １ 13（２） ２
車上ねらい １（１） １（１）−４
その他 ７（２）５（１）１ ３（１）16（４）

自転車盗
器物損壊 ５（２）４（１） ９（３）−２
住居侵入 ２ ２ ０ 
そ の 他 ４ １ ５ ０ ２
合　　 計 19（５）26（６）１（０） ５（２）51（13）−２
前年対比 −16 14 −１ １ −２

※（ ）は４月の発生件数
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■編集と発行／二本松市総務部秘書広報課
　〒964−8601　福島県二本松市金色403番地1　☎0243（55）5096
　二本松市ウェブサイトアドレス　http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷しています。

カレンダー
お知らせやイベントをまとめたカレンダーを掲載しています。問い合わせ先や詳しい情報は、掲載ページを確認ください。

にほんまつ

カレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダー
2018 June

６月 　　　　カレンダー内の記号　　　　
♥… 健康と育児　　♪… イベント　　　◎… その他

… 市民相談　　　 … 図書館事業　　⑩等… 掲載ページ

携帯電話用

日 月 火 水 木 金 土

１ ２
無料人権・行政 二本松図書館㉙

相談㉓㉔

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
◎市議会議員一般選挙 健康相談㉒ ２歳児健康相談㉒ ♥４カ月児 ７カ月児・１歳児 ♥親子教室㉒

（広報５月号⑫） ♥育児講座㉒ 健康診査㉒ 健康相談㉒ ♪コンサートホール㉓
♪日山山開き ♥まゆみぷらす㉒ 無料人権・行政

（広報５月号㉜） ♥わくわく広場㉒ 相談㉓㉔
♪東和文化センター㉓ ♥おひさまクラブ㉒

♥あそびの広場㉒
♥まゆみぷらす㉒
♥すくすく広場㉒

10 11 12 13 14 15 16
♥両親学級⑭ ♥３歳児健康診査㉒ ２歳児健康相談㉒ ♥ファミリーサポート ♥育児講座㉒ ♥まゆみぷらす㉒
♥歯っぴーかむかむ ♥親子教室㉒ ♥まゆみぷらす㉒ 養成講習会⑮ 岩代図書館㉙

健康フェア⑭ ♥さくらっこ広場㉒ ♥１歳６カ月児
◎狂犬病予防注射⑰ 健康診査㉒
♪安達文化ホール㉓ ♥まゆみぷらす㉒

♥すくすく広場㉒

17 18 19 20 21 22 23
♪ほんとの空ふれあい 健康相談㉒ ７カ月児・１歳児 ♥あそびの広場㉒ ♥ファミリーサポート 年金出張相談会㉖

音楽祭⑯ 健康相談㉒ ♥つくしくらぶ㉒ 養成講習会⑮ ♥３歳児健康診査㉒
♪二本松市福祉センター㉓ ♥親子教室㉒ ◎岩代市営プール ♥育児セミナー㉒ ♥育児講座㉒

♥まゆみぷらす㉒ オープン㉚ ♥おひさまクラブ㉒ ♥まゆみぷらす㉒
♥わくわく広場㉒ ♥まゆみぷらす㉒

♥すくすく広場㉒

24 25 26 27 28 29 30
♪安達文化ホール㉓ ♥親子教室㉒ ♥さくらっこ広場㉒ ♥ファミリーサポート ♪市民交流センター㉓ ♥まゆみぷらす㉒

養成講習会⑮
♥おひさまクラブ㉒
♥子育て支援センター

合同親子交流会㉒

1 2 3 4 5
♪東和ロードレース大会 ♥いきいき元気教室⑯ ♥ファミリーサポート ２歳児健康相談㉒

（広報４月号㊲） 養成講習会⑮ ♥ファミリーサポート
◎手話講習会⑯ 養成講習会⑮
♥４カ月児

健康診査㉒

｢ごみ収集休みのお知らせ｣および
｢休日当番医｣｢休日緊急歯科当番医｣は34ページ『暮らしの情報』をご覧ください。

 ●人口と世帯
　５月１日現在（前月比）
　・人　口　男　27,221人（＋14）
　　　　　　女　28,048人（＋15）
　　　　　　計　55,269人（＋29）
　・世帯数　19,919世帯（＋48）
（注：住民基本台帳人口）




